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一
、
穂
久
邇
文
庫
本
系
統
諸
本

　
『
苔
の
衣
』
は
鎌
倉
時
代
中
期
、
い
わ
ゆ
る
後
嵯
峨
院
時
代
（
１
）
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
（
２
）
作
り
物
語
で
あ
る
。
現
存

諸
本
は
現
在
お
よ
そ
三
十
本
に
及
び
、
写
本
は
い
わ
ゆ
る
中
世
王
朝
物
語
に
し
て
は
多
い
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
江
戸
期
に

書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
久
曾
神
昇
（
３
）
以
来
、
第
一
類
穂
久
邇
文
庫
本
系
統
と
、
第
二
類
前
田
家
尊
経
閣
本
系
統
に

大
別
さ
れ
る
。
久
曾
神
は
穂
久
邇
文
庫
本
に
つ
い
て
「
室
町
時
代
中
期
永
正
頃
の
書
写
」
と
推
定
し
、「
第
一
類
と
第
二
類

と
は
、
意
識
的
に
改
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
も
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
」
と
し
た
。
以
後
、
今
井
源
衛
（
４
）
は
「
穂
久
邇
文
庫
本

『
苔
の
衣
』穂
久
邇
文
庫
本
系
統
巻
一・
四
相
当
諸

本
に
つ
い
て

関
本
　

真
乃

［
論
文
］
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な
る
も
の
は
、
前
田
本
系
の
本
文
に
注
釈
的
敷
衍
的
改
作
を
ほ
ど
こ
し
て
生
ま
れ
た
」
と
し
、
豊
島
秀
範
（
５
）
も
「
伝
本

の
経
路
と
し
て
は
、
前
田
家
本
系
が
原
形
に
近
く
、
そ
の
改
作
本
が
穂
久
邇
文
庫
本
系
で
あ
る
と
見
ら
れ
て
い
る
」
と
述

べ
る
が
、
こ
の
両
系
統
の
先
後
お
よ
び
本
文
の
優
劣
に
つ
い
て
の
詳
細
な
検
討
は
見
ら
れ
な
い
。

　
『
鎌
倉
時
代
物
語
集
成
』
の
解
題
（
６
）

は
「
前
者
（
稿
者
注
、
穂
久
邇
文
庫
本
系
統
）
は
本
文
的
に
す
ぐ
れ
て
い
る
点

が
多
い
と
見
ら
れ
る
も
の
の
、
中
に
は
冗
長
に
引
き
延
ば
し
た
表
現
か
と
疑
わ
れ
る
と
こ
ろ
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
。
近
世

の
写
本
の
大
部
分
は
後
者
（
稿
者
注
、
前
田
家
本
系
統
）
の
本
文
を
有
し
て
お
り
、
前
者
に
く
ら
べ
て
本
文
節
略
の
傾
向

が
顕
著
で
は
あ
る
が
、
一
概
に
は
優
劣
を
定
め
が
た
い
と
こ
ろ
が
あ
る
」
と
し
、
宮
田
京
子
（
７
）
が
「
精
密
な
本
文
の
比

較
検
討
も
な
さ
れ
て
い
な
い
現
在
の
段
階
に
お
い
て
、
性
急
に
本
文
系
統
の
良
否
を
云
々
す
る
こ
と
は
慎
む
べ
き
か
と
思

わ
れ
る
。
両
系
統
本
と
も
に
相
互
に
補
完
し
あ
う
関
係
に
あ
る
と
い
う
の
が
、
今
の
と
こ
ろ
は
穏
当
で
は
あ
る
ま
い
か
」

と
す
る
な
ど
、
優
劣
に
つ
い
て
の
結
論
は
現
在
に
至
る
ま
で
概
ね
持
ち
越
さ
れ
て
い
る
（
８
）。

　

前
田
家
本
系
統
の
諸
本
に
つ
い
て
は
、
近
世
初
期
写
の
前
田
家
尊
経
閣
本
が
長
く
善
本
と
さ
れ
て
き
た
。
宮
田
は
「
前

田
家
本
系
統
の
諸
本
間
に
は
、
常
に
異
同
が
は
な
は
だ
少
な
い
」
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、「
ま
ま
前
田
家
本
の
不
審
点
が

伊
達
本
に
よ
っ
て
意
味
の
通
ず
る
場
合
が
多
く
、
そ
の
逆
は
少
な
い
」
と
、
伊
達
本
の
優
れ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

一
方
、
穂
久
邇
本
系
統
に
つ
い
て
は
、
前
田
家
本
系
統
と
比
較
し
、「
両
系
統
間
に
は
か
な
り
激
し
い
異
同
が
あ
り
、
特
に

し
ば
し
ば
長
文
に
わ
た
る
も
の
が
あ
る
。（
中
略
）
そ
の
多
く
は
誤
脱
に
よ
る
と
認
め
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
中
に
は
そ
う
で

は
な
く
意
識
的
な
改
変
や
潤
色
と
見
ら
れ
る
物
も
多
い
」
と
す
る
の
み
で
、
穂
久
邇
文
庫
本
系
統
の
諸
本
本
文
に
つ
い
て

は
立
ち
入
ら
な
い
。

　

ま
た
、『
鎌
倉
時
代
物
語
集
成
』
及
び
『
中
世
王
朝
物
語
全
集
』
の
い
ず
れ
も
、
前
田
家
本
系
統
の
本
文
を
底
本
と
し
て
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お
り
、
穂
久
邇
文
庫
本
系
統
の
諸
本
に
つ
い
て
は
、
麻
原
美
子
（
９
）
が
絵
巻
本
文
を
龍
門
文
庫
本
と
穂
久
邇
文
庫
本
と
比

較
し
た
ほ
か
は
、
目
立
っ
た
先
行
研
究
は
見
当
た
ら
な
い
。
以
降
の
調
査
で
報
告
さ
れ
た
諸
本
も
あ
る
の
で
、
以
下
、
現

在
確
認
で
き
る
穂
久
邇
本
系
統
の
諸
本　
　

を
、
外
題
と
共
に
内
容
別
に
示
す
。

【
完
本
】

　

四
巻
（
一
～
四
）　

①
穂
久
邇
文
庫
蔵
本
「
莓
衣
物
語
」
（
以
下
、
穂
久
邇
文
庫
本
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

②
黒
川
文
庫
蔵
四
冊
本
「
こ
け
の
衣
」
（
以
下
、
黒
川
四
冊
本
）

　

四
巻
（
春
～
冬
）　

③
盛
岡
市
中
央
公
民
館
蔵
本
「
こ
け
の
衣
」
（
以
下
、
盛
岡
公
民
館
本
）

　

三
巻
（
上
中
下
）　

④
龍
門
文
庫
蔵
本
「
苔
の
衣
」
（
上
巻
が
巻
一
・
二
に
相
当
）

【
巻
二
を
欠
く
】

　

三
巻
（
上
中
下
）　

⑤
京
都
市
歴
史
資
料
館
蔵
本
「
苔
こ
ろ
も
」
・
⑥
金
沢
大
学
蔵
本
「
苔
こ
ろ
も
」

【
巻
一
・
四
相
当
】

　

二
巻
（
上
下
）　
　

⑦
島
原
松
平
文
庫
蔵
本
「
莓
衣
」
（
以
下
、
島
原
松
平
文
庫
本
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑧
上
越
市
立
高
田
図
書
館
蔵
本
「
こ
け
こ
ろ
も
」
（
以
下
、
榊
原
本
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑨
内
閣
文
庫
蔵
本
「
苔
衣
」
（
以
下
、
内
閣
文
庫
本
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑩
神
宮
文
庫
蔵
本
「
こ
け
衣
」
（
以
下
、
神
宮
文
庫
本
）

（
10
）

（
11
）
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⑪
青
山
歴
史
村
蔵
本
「
こ
け
衣
」
（
以
下
、
青
山
本
）

　

九
巻
（
一
～
九
）　

⑫
戸
沢
家
旧
蔵
絵
巻
「
苔
の
衣
」
（
以
下
、
絵
巻
）

【
巻
三
相
当
】　
　
　

⑬
島
原
松
平
文
庫
蔵
本
「
宇
治
物
語
」
・
⑭
彰
考
館
蔵
本
「
宇
治
大
納
言
物
語
」

               　
　
　
　

⑮
東
京
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
蔵
本
「
苔
の
衣
」
（
以
下
、
東
大
文
学
部
本
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑯
天
理
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
「
宇
治
大
納
言
物
語
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑰
上
越
市
高
田
図
書
館
蔵
本
「
宇
治
も
の
語
」

              　

 　
　
　

⑱
続
群
書
類
従
一
八
輯
上
「
宇
治
大
納
言
物
語
」

【
巻
二
相
当
】　
　
　

⑲
浜
口
博
章
氏
旧
蔵
本
「
こ
け
の
こ
ろ
も
」

　

穂
久
邇
文
庫
本
系
統
諸
本
に
は
完
本
が
少
な
い
と
い
う
問
題
は
あ
る
も
の
の
、
近
世
初
期
成
立
と
見
ら
れ
る
本
も
少
な

か
ら
ず
存
在
す
る
。
し
た
が
っ
て
前
田
家
本
系
統
諸
本
と
の
異
同
を
論
ず
る
た
め
に
も
、
穂
久
邇
文
庫
本
系
諸
本
の
本
文

を
検
討
し
、
諸
本
の
位
置
づ
け
を
進
め
る
こ
と
が
ま
ず
必
要
と
さ
れ
る
。

　

こ
の
諸
本
の
う
ち
、
本
稿
で
は
、
巻
一
・
四
に
相
当
す
る
⑦
か
ら
⑫
の
諸
本
に
着
目
す
る
。
穂
久
邇
文
庫
本
系
統
諸
本

十
九
本
中
、
現
在
六
本
が
知
ら
れ
て
お
り
少
な
い
と
は
言
え
な
い
こ
と
か
ら
も
、
諸
本
系
統
の
分
類
を
行
う
準
備
と
し
て
、

そ
の
諸
本
関
係
に
つ
い
て
絵
巻
を
含
め
精
査
し
た
い
。
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二
、
巻
一
・
四
相
当
諸
本
の
内
容
と
書
誌

　

こ
こ
で
、
⑦
か
ら
⑫
の
諸
本
に
つ
い
て
、
簡
単
な
書
誌
を
示
す
。
な
お
⑩
⑪
⑫
に
つ
い
て
は
現
時
点
で
実
見
で
き
て
い

な
い
た
め
、
確
認
で
き
て
い
な
い
事
項
は
示
し
て
い
な
い
。

⑦
島
原
松
平
文
庫
蔵
本
「
莓
衣
上
（
下
） 

」

縦
二
七
・
五
㎝
×
二
〇
・
一
㎝
。
袋
綴
。
料
紙
は
薄
様
。
表
紙
は
紺
色
。
牡
丹
唐
草
雷
文
つ
な
ぎ
。
一
面
一
〇
行
。
墨
付

は
六
八
・
九
八
丁
。
遊
紙
は
上
下
と
も
前
一
丁
、後
一
丁
。
江
戸
初
期
成
立
か
。
⑮
『
宇
治
物
語
』
と
装
丁
・
筆
跡
は
同
じ
。

「
尚
舎
源
忠
房
」（
四
・
九
㎝
×
一
・
四
㎝
）「
文
庫
」（
二
・
〇
㎝
×
二
・
五
㎝
）
の
蔵
書
印
。

⑧
上
越
市
立
高
田
図
書
館
蔵
本
「
こ
け
こ
ろ
も
上
（
下
）」

縦
二
七
・
二
㎝
×
二
〇
・
〇
㎝
。
袋
綴
。
料
紙
は
楮
紙
。
表
紙
は
、
原
表
紙
、
灰
汁
色
。
見
返
共
紙
。
一
面
一
〇
行
。
墨

付
は
六
三
・
九
二
丁
。
遊
紙
は
上
下
と
も
前
一
丁
、
後
一
丁
。
下
巻
虫
食
多
。
各
冊
墨
付
一
丁
表
右
下
に
「
昭
和
十
八

年
九
月
十
七
日
八
雲
会
寄
贈
」（
六
・
〇
㎝
×
一
・
五
㎝
）
の
書
入
有
。
墨
付
最
終
丁
左
下
に
「
吏
部
大
卿
忠
次
」（
四
・
九

㎝
×
一
・
六
㎝
）
の
方
形
青
印
、「
文
庫
」（
二
・
三
㎝
×
二
・
三
㎝
）
の
青
の
円
印
（
陰
）。

⑨
内
閣
文
庫
蔵
本
「
苔
衣
上
（
下
）」（
二
〇
三-

〇
一
四
二
）
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縦
二
七
・
三
㎝
×
二
〇
・
一
㎝
。
袋
綴
。
料
紙
は
楮
紙
。
表
紙
は
、
原
表
紙
、
茶
色
布
目
。
左
上
部
に
「
昌
平
坂
／
学
問

所
」
の
方
形
墨
印
。
左
上
部
に
「
苔
衣
上
（
下
）」
の
茶
色
題
簽
。
見
返
共
紙
。
一
面
一
〇
行
。
墨
付
は
六
二
・
九
八
丁
。

遊
紙
は
上
下
と
も
前
一
丁
、
後
一
丁
。
虫
食
。
上
冊
墨
付
一
丁
表
右
上
に
「
林
氏
／
蔵
書
」
の
正
方
形
朱
印
。
右
下
に

「
浅
草
文
庫
」
の
方
形
朱
印
、「
弘
文
学
士
院
」
の
陰
方
形
朱
印
（
五
・
八
㎝
×
一
・
七
㎝
）。
左
下
部
に
「
内
閣
文
庫
」
の

正
方
形
朱
印
。

⑩
神
宮
文
庫
本
「
こ
け
衣
上
（
下
）」　

二
五
・
四
㎝
×
一
八
・
〇
㎝
。
袋
綴
。
布
目
地
表
紙
。
一
面
一
〇
行
。
江
戸
中
期
か
。
左
上
部
題
簽「
こ
け
衣　

上（
下
）」。

遊
紙
は
上
下
と
も
前
一
丁
後
一
丁
。
墨
付
七
七
・
一
〇
七
丁
。
一
面
一
〇
行
。
裏
見
返
に
「
天
明
四
年
甲
辰
八
月
吉
旦

奉
納
／
皇
太
神
宮
林
崎
文
庫
以
期
不
朽
／
京
都
勤
思
堂
村
井
古
巌
敬
義
拝
」
の
印
記
あ
り
。

⑪
青
山
歴
史
村
蔵
本
「
こ
け
衣　

上
（
下
）」。

二
七
・
七
㎝
×
二
〇
・
八
㎝
。
江
戸
中
期
成
立
か
。
左
上
部
に
「
こ
け
衣　

上
（
下
）」
の
題
簽
。
遊
紙
は
上
下
と
も
前

一
丁
後
一
丁
。
墨
付
七
二
・
一
〇
七
丁
。
一
面
九
行
。

⑫
戸
沢
家
旧
蔵
絵
巻

「
成
立
に
関
し
て
は
、
奥
付
・
識
語
・
極
札
も
な
く
不
明
で
あ
る
。
象
牙
軸
で
、
縦
三
十
四
㎝
。
象
牙
軸
。
表
紙
は
紺

地
の
亀
甲
紋
に
巴
丸
文
繋
ぎ
を
施
し
た
金
襴
緞
子
で
、
見
返
し
は
金
布
目
、
本
文
料
紙
は
上
質
の
斐
紙
の
厚
様
で
、
下

（
12
）
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絵
と
し
て
金
泥
で
草
花
が
散
ら
し
書
き
に
さ
れ
た
も
の
に
、
流
麗
な
筆
致
の
詞
書
が
漢
字
ま
じ
り
平
仮
名
書
き
で
書

か
れ
て
い
る
。
題
簽
は
金
紙
に
「
苔
の
衣
一
（
二
～
九
）」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
絵
の
描
法
は
精
緻
で
整
っ
て
お
り
、

特
に
衣
装
の
描
き
方
は
細
か
く
精
妙
で
あ
り
、
構
図
も
き
っ
ち
り
と
し
て
破
綻
が
な
く
、
一
流
の
土
佐
派
の
絵
師
の
手

に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
想
定
さ
せ
る
。
全
九
巻
す
べ
て
同
じ
仕
立
て
方
の
大
変
豪
華
な
も
の
で
あ
り
、
大
名
家

嫁
入
本
と
し
て
特
注
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
み
ら
れ
る
。」

　

絵
巻
を
除
く
諸
本
す
べ
て
、
遊
紙
が
前
後
一
丁
ず
つ
と
い
う
点
が
共
通
し
、
⑩
以
外
は
大
き
さ
も
よ
く
似
て
い
る
。
ま

た
⑦
か
ら
⑩
は
一
面
一
〇
行
書
き
と
い
う
点
も
一
致
す
る
。
ま
た
六
本
は
す
べ
て
、
近
世
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
成
立

し
た
か
と
推
測
さ
れ
る
。
特
に
⑧
榊
原
本
に
榊
原
忠
次
の
蔵
書
印
が
あ
る
こ
と
、
同
じ
く
⑨
島
原
松
平
文
庫
本
に
松
平
忠

房
の
蔵
書
印
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
巻
一
・
四
の
本
文
の
み
を
有
す
る
二
巻
の
本
は
近
世
初
期
に
は
既
に
存
在
し
た
こ
と
が

わ
か
る
。

　

た
だ
し
、
巻
一
・
四
の
内
容
の
み
を
持
つ
諸
本
（
以
下
、
春
冬
本
と
称
す　
　

）
が
な
ぜ
成
立
し
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

巻
三
の
み
の
零
本
が
五
本
も
存
在
す
る
（
そ
の
う
ち
外
題
が
「
苔
の
衣
」
で
な
い
も
の
は
四
本
）
こ
と
や
、
巻
一
・
三
・
四

に
相
当
す
る
上
中
下
三
冊
本
が
二
本
現
存
す
る
こ
と
と
も
無
関
係
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
と
の
関
係
に
つ
い

て
の
詳
細
は
別
稿
に
譲
る
が
、
ま
ず
は
巻
一
・
四
の
み
の
本
文
が
、
一
つ
の
物
語
と
し
て
の
体
を
な
し
て
い
る
か
に
つ
い

て
確
認
し
て
お
く
。
上
巻
（
巻
一
）・
下
巻
（
巻
四
）
の
あ
ら
す
じ
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

（
上
巻
）右
大
臣
の
娘
で
あ
る
姫
君
は
、母
西
院
上
を
亡
く
し
、継
母
で
あ
る
東
院
上（
右
大
臣
の
兄
で
あ
る
内
大
臣
の
三
君
）

に
疎
ま
れ
つ
つ
も
美
し
く
成
長
す
る
。
そ
の
美
貌
ゆ
え
、
姫
君
は
三
条
帝
に
入
内
を
望
ま
れ
る
が
、
父
右
大
臣
は
関
白
の

（
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娘
中
宮
の
存
在
を
慮
り
、
入
内
を
躊
躇
す
る
。
関
白
の
嫡
男
苔
衣
大
将
（
こ
の
時
点
で
は
中
納
言
）
は
、
美
し
く
成
長
し

た
こ
の
姫
君
を
垣
間
見
て
恋
慕
す
る
。
子
に
恵
ま
れ
な
い
東
院
上
は
養
女
（
姉
で
あ
る
式
部
卿
宮
上
の
娘
）
を
迎
え
、
養

女
は
帥
宮
と
結
婚
す
る
。

（
下
巻
）
苔
衣
大
将
の
出
家
遁
世
後
、
苔
衣
大
将
の
息
子
は
関
白
に
就
任
し
、
娘
は
春
宮
に
入
内
し
女
御
と
な
る
。
春
宮

女
御
は
兄
妹
同
然
に
育
っ
た
兵
部
卿
宮
（
春
宮
の
同
腹
の
弟
）
に
忍
び
入
ら
れ
、
不
義
の
子
を
産
む
。
春
宮
の
即
位
に
伴

い
こ
の
若
宮
は
立
坊
し
、
春
宮
女
御
は
中
宮
と
な
る
。

　

兵
部
卿
宮
は
式
部
卿
宮
の
娘
と
結
婚
す
る
が
満
た
さ
れ
ず
、彼
女
と
同
じ
邸
内
に
住
む
双
子
姉
君
と
も
契
り
を
結
ぶ（
実

母
は
帥
宮
と
結
婚
し
た
が
、「
中
納
言
」
に
盗
み
出
さ
れ
、
そ
の
死
後
双
子
姉
君
は
式
部
卿
宮
邸
に
引
き
取
ら
れ
て
い
た
）。

双
子
姉
君
は
懐
妊
後
、
髪
を
切
り
捨
て
て
住
吉
へ
出
奔
し
、
男
子
を
出
産
後
亡
く
な
る
。
兵
部
卿
宮
は
思
い
悩
む
余
り
命

を
落
と
し
、
そ
の
一
周
忌
以
降
、
中
宮
は
故
兵
部
卿
宮
の
物
怪
に
悩
ま
さ
れ
重
態
に
陥
る
。
こ
れ
を
知
り
訪
れ
た
聖
（
父

苔
衣
大
将
）
の
祈
禱
に
よ
っ
て
、
中
宮
は
回
復
す
る
。
聖
は
素
性
を
明
か
さ
ず
に
深
山
の
奥
へ
と
去
る
。

　

春
冬
本
の
本
文
で
は
、
下
巻
で
双
子
姫
君
及
び
中
宮
の
系
譜
が
提
示
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
物
語
展
開
の
推
測
、
登
場

人
物
の
同
定
は
お
お
よ
そ
可
能
に
は
な
る
。
た
と
え
ば
下
巻
に
お
い
て
、
大
将
の
子
で
あ
る
関
白
と
中
宮
、
こ
の
二
人
の

母
は
不
明
の
ま
ま
で
あ
る
が
、
上
巻
末
の
内
容
か
ら
す
る
と
、
苔
衣
大
将
は
右
大
臣
の
娘
と
結
婚
し
た
か
と
想
像
で
き
る
。

ま
た
、
帥
宮
上
を
盗
ん
だ
「
中
納
言
」
の
素
性
も
不
明
で
あ
る
も
の
の
、「
宮
の
中
納
言
」
と
は
別
人
で
あ
ろ
う
こ
と
、
お

そ
ら
く
苔
衣
大
将
の
こ
と
で
も
な
い
だ
ろ
う
こ
と
は
推
測
で
き
る　
　

。
し
た
が
っ
て
、
完
本
と
比
較
す
る
と
、
物
語
中

の
年
立
に
お
け
る
空
白
期
間
が
二
十
年
以
上
に
な
る
不
自
然
さ
の
割
に
は
、
系
譜
や
物
語
は
意
味
不
明
と
は
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
完
本
の
巻
二
・
三
の
内
容
す
な
わ
ち
『
苔
の
衣
』
の
主
題
と
言
え
る
苔
衣
大
将
の
結
婚
と
出
家
遁
世
が
描
か
れ
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な
い
た
め
、
春
冬
本
は
、
主
題
も
主
人
公
も
は
っ
き
り
し
な
い
群
像
劇
と
な
っ
て
し
ま
う
。
展
開
は
い
か
に
も
唐
突
で
あ

り
、
作
品
と
し
て
の
完
成
度
も
完
本
に
は
っ
き
り
と
劣
る
。

　

し
か
し
、
春
冬
本
が
こ
れ
だ
け
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
こ
に
は
某
か
の
価
値
が
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

春
冬
本
が
ど
の
よ
う
に
写
さ
れ
読
ま
れ
た
か
を
探
る
こ
と
は
、
当
時
に
お
け
る
古
典
籍
の
享
受
の
様
相
を
知
る
た
め
に
も

有
意
義
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
諸
本
に
主
に
ど
の
よ
う
な
異
同
が
見
ら
れ
る
の
か
、
以
下
に
対
校
表
形
式
で
示
し
て
い
く
。

　

な
お
、比
較
対
象
と
し
て
穂
久
邇
文
庫
本
と
対
比
し
た
。穂
久
邇
文
庫
本
の
書
誌
を
久
曾
神
昇
の
古
典
文
庫
解
題
に
よ
っ

て
以
下
に
示
す
。

①
穂
久
邇
文
庫
本 

「
縦
一
尺
五
厘
（
稿
者
注　

三
〇
・
五
㎝
）
×
横
七
寸
一
分
五
厘
（
稿
者
注　

二
一
・
七
㎝
）。
袋
綴
。
表
紙
は
雲
紙
で
、

上
下
の
両
端
に
藍
及
び
紫
の
波
雲
が
あ
り
、
左
上
に
鳥
子
紙
の
題
簽
を
貼
る
。
料
紙
は
簾
目
の
あ
る
上
質
打
紙
。
一
面

一
二
行
。
室
町
時
代
中
期
永
正
頃
の
書
写
と
推
定
し
て
大
過
は
無
か
ら
う
。」

　
　

三
、
諸
本
間
の
本
文
異
同

（
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・
例
に
示
す
本
文
は
い
ず
れ
も
一
続
き
の
場
面
を
示
し
て
い
る
が
、
榊
原
本
の
改
行
に
よ
っ
て
区
切
り
を
設
け
、
場
合
に

よ
っ
て
前
後
に
榊
原
本
の
本
文
を
示
し
た
。

・ 

」　

は
改
行
位
置
を
示
す
。

・【
例
一
】
春
二
オ　

の
よ
う
に
、
例
番
号
の
下
に
榊
原
本
の
巻
と
丁
数
を
示
す
。

・
以
下
に
、
今
後
対
校
表
で
用
い
る
各
テ
キ
ス
ト
の
略
号
を
示
す
。
絵
＝
⑫
絵
巻
、
穂
＝
①
穂
久
邇
文
庫
本
、
島
＝
⑦
島

原
松
平
文
庫
本
、
榊
＝
⑧
榊
原
本
、
⑨
内
＝
内
閣
文
庫
本
、
⑩
神
＝
神
宮
文
庫
本
、
⑪
青
＝
青
山
本
。

・
注
目
す
べ
き
脱
文
・
異
同
に
は
、
網
掛
・
波
線
を
そ
れ
ぞ
れ
付
し
た
。

・
穂
久
邇
文
庫
本
本
文
は
古
典
文
庫
に
拠
り
、
濁
点
・
句
読
点
を
排
し
た
。

・
絵
巻
の
翻
刻
は
巻
一
か
ら
六
ま
で
の
み
刊
行
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
れ
以
降
に
つ
い
て
は
比
較
で
き
て
い
な
い　
　

。

・
本
文
の
優
劣
と
写
本
の
書
写
年
代
の
古
さ
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
点
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。
た
と
え
ば
、
書
写
者

が
誤
っ
た
本
文
を
忠
実
に
写
す
の
で
は
な
く
、
独
自
に
校
定
し
た
可
能
性
も
あ
る
。
本
文
の
内
容
か
ら
し
て
「
こ
う
あ

る
べ
き
正
し
い
」
本
文
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
が
元
々
の
形
で
あ
っ
た
と
は
限
ら
な
い
。
以
後
、
解
釈
す
る
際

の
判
断
基
準
と
し
て
、「
し
か
る
べ
き
」「
優
れ
た
」
本
文
を
適
宜
示
す
が
、
諸
本
の
先
後
に
つ
い
て
示
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
こ
と
を
断
っ
て
お
く
。

　

諸
本
間
の
異
同
は
そ
こ
ま
で
激
し
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
一
見
す
る
と
、
一
部
に
共
通
し
た
脱
落
部
分
が
あ
る
こ
と
が

目
立
つ
。
以
下
に
例
を
示
す
。
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【
例
一
】
春
二
オ

榊　

は
こ
ゝ
ろ
く
る
し
け
に
て
は
ゝ
宮
の
か
た
は
ら
に
」

絵　

お
は
し
け
る
を
い
か
な
る
ひ
ま
に
か
こ
の
大
な
こ
ん
ほ
の

穂　

お
は
し
け
る　

い
か
な
る
ひ
ま
に
か
権　

大
納
言　

ほ
の

島　

お
は
し
け
る　

い
か
な
る
ひ
ま
に
か
権　

大
納
言　

ほ
の

榊　

お
は
し
け
る　

い
か
な
る
ひ
ま
に
か
権　

大
納
言　

ほ
の
」

内　

お
は
し
け
る　

い
か
な
る
ひ
ま
に
か
権　

大
な
こ
ん

神　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

絵　

か
に
み
聞　

え
給　

ひ
て
ね
ん
こ
ろ
に
き
こ
え
給　

ひ
け
れ
は

穂　

か
に
み
き
こ
え
給　
　

て
ね
ん
こ
ろ
に
き
こ
え
給　
　

け
れ
は

島　

か
に
み
き
こ
え
給　
　

て
ね
ん
こ
ろ
に
き
こ
え
給　
　

け
れ
は

榊　

か
に
見　

こ
え
給　
　

て
ね
ん
こ
ろ
に
き
こ
え
給　
　

け
れ
は
」

内　

か
に
み
き
こ
え
た
ま
ひ
て
ね
ん
こ
ろ
に
聞　

え
給　
　

け
れ
は

神　
　
　

見
き
こ
え
給　

ひ
て
ね
む
こ
ろ
に
き
こ
え
た
ま
ひ
け
れ
は　
　

青　
　
　

見
聞　

え
給　

ひ
て
ね
ん
こ
ろ
に
聞　

え
給　

ひ
け
れ
は
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榊　

こ
ゝ
ろ
や
す
き
さ
ま
に
も
や
と
お
ほ
し
て
ゆ
る
し
」
た
ま
ひ
て
け
り

　

神
宮
文
庫
本
・
青
山
本
は
、
他
の
諸
本
の
一
行
程
度
に
相
当
す
る
「
お
は
し
け
る
い
か
な
る
ひ
ま
に
か
権
大
納
言
ほ
の

か
に
」
が
な
い
。
前
田
家
本
系
統
諸
本
及
び
他
の
穂
久
邇
文
庫
本
系
統
の
諸
本
は
い
ず
れ
も
こ
の
箇
所
を
有
す
る
の
で
、

神
宮
文
庫
本
・
青
山
本
の
脱
落
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

同
様
の
例
（
一
〇
字
以
上
の
脱
落
）
は
他
に
も
二
例
見
ら
れ　
　

、
神
宮
文
庫
本
・
青
山
本
は
本
文
と
し
て
は
相
対
的

に
下
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
う
え
、
こ
の
二
本
が
他
本
と
異
な
る
本
文
を
有
す
る
箇
所
は
数
多
い
。
一
例
を
示
す
。

【
例
二
】
春
五
三
ウ

榊　

は
さ
る
物
に
て
は
か
な
く
す
さ
み
給
ふ
き
も
の
ひ
き
」

絵　

も
の
こ
れ
こ
そ
と
お
ろ　

か
な
る
は
な
き
中　

に　
　
　

き
ん

穂　

も
の
こ
れ
こ
そ
と
お
ろ　

か
な
る
は
な
き
な
か
に
こ
と
に
き
ん
む

島　

も
の
こ
れ
こ
そ
と
お
ろ　

か
な
る
は
な
き
中　

に　
　
　

き
ん
む

榊　

も
の
こ
れ
こ
そ
と
お
ろ　

か
な
る
は
な
き
中　

に　
　
　

き
ん
む
」

青　

も
の
こ
れ
こ
そ
と
お
ほ
つ
か
な
る
は
な
き
な
か
に　
　
　

き
ん
む　
　
　
　

神　

も
の
こ
れ
こ
そ
と
お
ほ
つ
か
な
る
は
な
き
な
か
に　
　
　

き
ん
む　
　
　
　

（
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榊　

と
ふ
へ
と
は
わ
か
御
こ
ゝ
ろ
に
も
い
れ
た
れ
は
に
や
打
」

　

こ
れ
は
苔
衣
大
将
に
は
苦
手
な
楽
器
は
な
い
と
い
う
文
脈
で
あ
り
、
他
本
が
「
お
ろ
か
な
る
」
と
あ
る
と
こ
ろ
、
神
宮

文
庫
本
・
青
山
本
の
本
文
は
「
お
ほ
つ
か
な
る
」
と
あ
り
文
意
が
通
ら
な
い
。
神
宮
文
庫
本
・
青
山
本
の
本
文
は
、
書
写

の
い
ず
れ
か
の
段
階
で
本
来
の
本
文
を
読
み
誤
っ
た
た
め
に
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
神
宮
文
庫
本
・
青
山
本
が
そ
の
他
四
本
と
異
な
る
本
文
を
持
つ
場
合
、
本
文
の
内
容
に
鑑
み
て
他
本
よ

り
も
優
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
は
見
当
た
ら
な
い
。
た
と
え
ば
他
本
が
「
夕
へ
」
と
あ
る
と
こ
ろ
が
「
か
の
へ
」

で
あ
っ
た
り
、
他
本
が
「
契
り
は
さ
す
が
に
」
と
あ
る
と
こ
ろ
「
契
り
さ
は
す
に
」
と
あ
っ
た
り
す
る
等
、
神
宮
文
庫
本
・

青
山
本
の
意
味
が
通
じ
に
く
い
例
が
散
見
す
る
。
加
え
て
、
神
宮
文
庫
本
・
青
山
本
よ
り
も
他
の
諸
本
の
本
文
が
本
来
で

あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
は
上
下
通
し
て
枚
挙
に
暇
が
無
い　
　

。

【
例
三
】
冬
一
三
ウ

榊　

な
き
た
ま
ふ
御
け
し
き
の
さ
す
か
に
心
」
く
る
し
き
も
お
ほ
さ
る
ゝ
に
い
ま
は
か
は
か
り
の
事
」

　
　
　

絵　

も
聞　

ま　

し
き
そ
か
し
と
心
や
す
く
お
も
ひ
給　
　

て　
　

穂　

も
き
く
ま　

し
き
そ
か
し
と
心
や
す
く
お
も
ひ
給　

ひ
て

島　

も
き
く
ま　

し
き
そ
か
し
と
心
や
す
く
お
も
ひ
た
ま
ひ
て （
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榊　

も
き
か
ま
ほ
し
き
に
か
し
と
心
や
す
く
お
も
ひ
た
ま
ひ
て
」

内　

も
聞　

ま　

し
き
に　
　

と
心
や
す
く
お
も
ひ
た
ま
ひ
て　
　
　
　
　
　
　
　

神　

も
き
ゝ
ま
ほ
し
き
そ
か
し
と
心
や
す
く
思
も
ひ
給　

ひ
て

青　

も
き
ゝ
ま
ほ
し
き
そ
か
し
と
心
や
す
く
お
も
ひ
た
ま
ひ
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

例
三
は
「
聞
く
ま
じ
き
」
か
「
聞
ま
ほ
し
き
」
で
意
味
が
か
な
り
異
な
る
。
兵
部
卿
宮
に
恋
を
訴
え
ら
れ
困
惑
し
て
い

た
春
宮
女
御
が
、
春
宮
に
入
内
す
る
直
前
に
兵
部
卿
宮
に
歌
を
詠
み
か
け
ら
れ
、
兵
部
卿
宮
の
泣
く
様
子
に
返
歌
す
る
場

面
で
あ
る
。「
聞
く
ま
じ
き
」
で
あ
れ
ば
、
今
後
兵
部
卿
宮
の
恋
の
訴
え
を
聞
く
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
ら
心
配
事
が
な
い

よ
う
に
思
う
と
い
う
解
釈
に
な
り
、「
聞
ま
ほ
し
き
」
で
あ
れ
ば
、
気
の
毒
で
兵
部
卿
宮
の
思
い
を
聞
き
た
い
と
思
う
と
い

う
解
釈
に
な
る
。
春
宮
女
御
に
と
っ
て
、
兄
妹
の
よ
う
に
育
っ
た
兵
部
卿
宮
の
向
け
る
恋
情
は
予
想
外
か
つ
厭
わ
し
い
こ

と
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
「
聞
く
ま
じ
き
」
が
本
来
で
あ
ろ
う
。

【
例
四
】
冬
三
九
オ

榊　

へ
て
お
は
せ
さ
り
け
ん
そ
れ
も
明
暮
は
物
を
の
み
」

絵　

覚　

し
た
る　

け　

に
や
み
し
か
く
さ
へ
も
の
し
給　

穂　

覚　

し
た
り
し
け　

に
や
み
し
か
く
さ
へ
物　

し
た
ま
ひ

島　

覚　

し
た
り
し
け　

に
や
み
し
か
く
さ
へ
物　

し
給　

ひ

そ
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榊　

覚　

し
た
り
し
け　

に
や
み
し
か
く
さ
へ
物　

し
給　

ひ

内　

覚　

し
た
り
し
け　

に
や
み
し
か
く
さ
へ
物　

し
た
ま
ひ

神　

覚　

し
た
り
し
け
る
に
や
み
し
か
ら　
　

さ
へ
も
の
し
た
ま
ひ

青　

お
ほ
し
た
り
し
け
る
に
や
み
し
か
ら
さ
へ
も
の
し
給
ひ　

榊　

け
る
よ
い
と
か
く
物
は
か
な
き
さ
ま
に
て
お
も
は
ぬ
」

　

例
四
は
、
盗
ま
れ
た
帥
宮
上
は
嘆
き
暮
ら
し
た
せ
い
だ
ろ
う
か
、
若
く
し
て
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
描
写
で
あ

り
、
神
宮
文
庫
本
・
青
山
本
は
「
け
に
や
」（
せ
い
か
）
の
本
文
を
理
解
で
き
ず
に
改
変
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

両
者
と
も
写
し
誤
り
、
も
し
く
は
理
解
で
き
ず
に
改
変
し
た
か
と
覚
し
き
箇
所
は
少
な
く
な
い
が
、
神
宮
文
庫
本
・
青
山

本
を
比
較
す
る
と
、
単
純
な
誤
り
や
脱
落
は
青
山
本
の
方
が
多
い　
　

。

　

さ
ら
に
他
の
諸
本
で
「
今
は
の
お
り
」
と
あ
る
と
こ
ろ
が
神
宮
文
庫
本
で
は
「
今
は
の
ほ
り
」、
青
山
本
で
は
「
今
は

の
ほ
か
」
と
あ
る　
　

。
こ
の
場
合
、
本
文
が
変
容
す
る
な
ら
ば
他
の
諸
本
か
ら
神
宮
文
庫
本
、
神
宮
文
庫
本
か
ら
青
山

本
で
あ
り
、
そ
の
逆
は
あ
り
え
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
書
誌
情
報
を
見
て
も
、
神
宮
文
庫
本
・
青
山
本
は
江
戸
中
期
の
成

立
か
と
思
わ
れ
、
他
本
よ
り
遅
く
に
成
立
し
た
可
能
性
が
高
い　
　

。
神
宮
文
庫
本
・
青
山
本
の
本
文
は
類
似
し
か
つ
相

対
的
に
他
本
に
劣
る
と
言
え
よ
う
。

　

さ
ら
に
諸
本
同
士
の
関
係
を
見
る
と
、
こ
れ
ま
で
挙
げ
た
例
で
も
顕
著
で
あ
る
よ
う
に
、
絵
巻
以
外
の
三
本
、
島
原
松

平
文
庫
本
、
榊
原
本
、
内
閣
文
庫
本
が
非
常
に
近
似
し
た
本
文
を
持
つ
こ
と
が
注
目
さ
れ
、
絵
巻
／
島
原
松
平
文
庫
本
・

（
22
）

（
21
）

（
19
）

（
20
）
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榊
原
本
・
内
閣
文
庫
本
／
神
宮
文
庫
本
・
青
山
本
と
い
っ
た
ん
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

続
い
て
、
島
原
松
平
文
庫
本
・
榊
原
本
・
内
閣
文
庫
本
の
三
本
に
注
目
し
て
比
較
し
て
い
く
。

【
例
五
】
春
二
八
ウ

榊　

ぬ
れ
は
我
北
か
た
も
宮
の
う
へ
も
こ
れ
に
わ
た
り
給
へ
れ
」

絵　

は
わ
か
御
か
た
へ
わ
た
り
給　

て
今
夜
は
と　

ま
り
給　

ぬ

穂　

は
我　

御
か
た
へ
わ
た
り
給
ひ
て
こ
夜
は
と
ゝ
ま
り
給
い
ぬ

島　

は
我　

御
か
た
へ
わ
た
り
給
ひ
て
こ
夜
は
と
ゝ
ま
り
給
は
ぬ
」

榊　

は
我　

御
か
た
へ
わ
た
り
給
ひ
て
こ
夜
は
と
ゝ
ま
り
給
ひ
ぬ
」

内　

は
我　

御
か
た
へ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

神　

は
わ
か
御
か
た
へ
わ
た
り
給
ひ
て
こ
夜
は
と
ゝ
ま
り
給
は
ぬ

青　

は
我　

御
か
た
へ
わ
た
り
給
ひ
て
こ
夜
は
と
ゝ
ま
り
給
は
ぬ

絵　

さ
す
か
に
お
と
ろ
〳
〵
し
く
は
な
く
て
日
に
そ
へ
て

穂　

さ
す
か
に
お
と
ろ
〳
〵
し
く
は
な
く
て
日
に
そ
へ
て

島　

さ
す
か
に
お
と
ろ
〳
〵
し
く
は
な
く
て
日
に
そ
へ
て

榊　

さ
す
か
に
お
と
ろ
〳
〵
し
く
は
な
く
て
日
に
そ
へ
て
」
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内　
　
　
　
　

お
と
ろ
〳
〵
し
く
は
な
く
て
日
に
そ
へ
て

　

神　

さ
す
か
に
を
と
ろ
〳
〵
し
く
は
な
く
て
日
に
そ
へ
て

　

青　

さ
す
か
に
お
と
ろ
〳
〵
し
く
は
な
く
て
日
に
そ
へ
て

　

こ
の
例
の
よ
う
に
、
内
閣
文
庫
本
が
他
本
と
比
較
し
て
一
行
ほ
ど
の
脱
落
を
示
す
箇
所
は
計
五
箇
所
あ
る
ほ
か
、
下
巻

に
お
い
て
は
榊
原
本
八
丁
ウ
七
行
目
か
ら
九
丁
ウ
ま
で
に
相
当
す
る
部
分
（
一
四
行
分
）
が
内
閣
文
庫
本
で
は
脱
落
し
て

い
る
。
こ
の
内
閣
文
庫
本
の
脱
落
は
、
島
原
松
平
文
庫
本
の
改
行
と
は
一
致
せ
ず
、
榊
原
本
の
改
行
と
一
致
す
る
。
こ
の

ほ
か
、
内
閣
文
庫
本
と
榊
原
本
の
異
同
は
、
他
本
と
比
較
す
る
と
極
め
て
少
な
く
、
内
閣
文
庫
本
は
改
行
・
表
記
も
含
め
、

榊
原
本
と
緊
密
な
関
係
を
有
す
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る　
　

。

　

榊
原
本
と
内
閣
文
庫
本
の
関
係
の
深
さ
は
、
両
者
の
み
一
致
し
か
つ
「
誤
り
」
と
考
え
ら
れ
る
本
文
が
数
箇
所
あ
る
こ

と
か
ら
も
窺
わ
れ
る
。
一
例
を
示
す
。

                                              

【
例
六
】
春
三
七
ウ

榊　

こ
と
に
御
い
の
り
な
と
つ
か
う
ま
つ
り
給
ふ
」
十
日
の
程
に
そ
の
け
し
き
あ
れ
は
宮
〳
〵
の
御
つ
か
ひ
」

絵　

内
春
宮
の
は
さ
ら
に
も
い
は
す
馬
車
の
お
と
を
と
ろ
〳
〵

穂　

内
春
宮
の
は
さ
ら
に
も
い
は
す
馬
車
の
お
と
お
と
ろ
〳
〵

島　

内
春
宮
の
は
さ
ら
に
も
い
は
す
馬
車
の
お
と
お
と
ろ
〳
〵

（
23
）

を
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榊　

内
春
宮
の
は
さ
ら
に
も
い
は
す
馬
車
の
を
と　
　
　

〳
〵
」

内　

内
春
宮
の
は
さ
ら
に
も
い
は
す
馬
車
の
お
と　
　
　

〳
〵

神　

内
春
宮
の
は
さ
ら
に
も
い
は
す
馬
車
の
お
と
お
と
ろ
〳
〵

青　

内
春
宮
の
は
さ
ら
に
も
い
は
す
馬
車
の
を
と
お
と
ろ
〳
〵

絵　
　

し
き
ま
て
行　

ち
か
ふ
い
た
う
も
な
や
み
給
は

穂　
　

し
き
ま
て
ゆ
き
ち
か
ふ
い
た
う
も
な
や
み
給
は

島　
　

し
き
ま
て
ゆ
き
ち
か
ふ
い
た
う
も
な
や
み
給
は

榊　

ろ
し
き
ま
て
ゆ
き
ち
か
ふ
い
た
う
も
な
や
み
給
は
」

内　

ろ
し
き
ま
て
ゆ
き
ち
か
ふ
い
た
う
も
な
や
み
給
は

神　
　

し
き
ま
て
ゆ
き
ち
か
ふ
い
た
う
も
な
や
み
給
は

青　
　

し
き
ま
て
ゆ
き
ち
か
ふ
い
た
う
も
な
や
み
給
は

榊　

て
か
き
り
な
き
お
と
こ
に
て
お
は
す
れ
は
誰
も
」
た
れ
も
お
ろ
か
に
お
も
ひ
き
こ
え
給
は
む
や
は

　
「
馬
車
の
音
」
が
「
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
き
」
と
あ
る
の
が
本
来
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
同
様
の
例
を
示
す
。
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【
例
七
】
春
三
〇
ウ

絵　

お
ほ
さ
る　

ち
う
し
や
う
殿
も
つ
ね
は
こ
ゝ
ろ
ゆ
か
す
お
ほ
し
む
つ
か
り
し

穂　

お
ほ
さ
る
ゝ
大　

将　
　

殿
も
つ
ね
は
心　
　

ゆ
か
す
お
ほ
し
む
つ
か
り
し

島　

お
ほ
さ
る
ゝ
大　

将　
　

殿
も
つ
ね
は
心　
　

ゆ
か
す
お
ほ
し
む
つ
か
り
し

青　

お
ほ
さ
る
ゝ
大　

将　
　

殿
も
つ
ね
は
心　
　

ゆ
か
す
お
ほ
し
む
つ
か
り
し
」

内　

お
ほ
さ
る
ゝ
大　

将　
　

殿
も
つ
ね
は
心　
　

ゆ
か
す
お
ほ
し
む
つ
か
り
し

神　

お
ほ
さ
る
ゝ
大　

将　
　

殿
も
つ
ね
は
心　
　

ゆ
か
す
お
ほ
し
む
つ
か
り
し

青　

お
ほ
さ
る
ゝ
大　

将　
　

殿
も
つ
ね
は
こ
ゝ
ろ
ゆ
か
す
お
ほ
し
む
つ
か
り
し

絵  

こ
そ
わ
つ
ら
は
し
か
り
し
か
お
ほ
か
た
に
は
い
と
思　

ひ
や
り
あ
り
て
た
の     

穂　

こ
そ
わ
つ
ら
は
し
か
り
し
か
大　

か
た
に
は
い
と
思　

ひ
や
り
有　

て
た
の

島　

こ
そ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
の

榊　

こ
そ
わ
つ
ら
は
し
か
り
し
か
大　

か
た
に
は
い
と
思　

ひ
や
る　
　
　

た
の
」

内　

こ
そ
わ
つ
ら
は
し
か
り
し
か
大　

か
た
に
は
い
と
思　

ひ
や
る　
　
　

た
の

神　

こ
そ
わ
つ
ら
は
し
か
り
し
か
大　

か
た
に
は
い
と
思
も
ひ
や
り
有　

て
た
の

青　

こ
そ
わ
つ
ら
は
し
か
り
し
か
大　

か
た
に
は
い
と
お
も
ひ
や
り
有　

て
た
の

榊　

も
し
か
り
し
御
心
と
お
ほ
せ
は
あ
は
れ
あ
さ
か
ら
す
お
」
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こ
れ
は
内
大
臣
の
臨
終
に
至
っ
て
、
弟
の
大
将
が
兄
内
大
臣
の
こ
と
を
、
全
般
的
に
は
思
い
や
り
が
あ
っ
て
頼
も
し
い

性
格
だ
っ
た
と
思
う
場
面
で
あ
る
。「
思
ひ
や
る
」
で
文
が
切
れ
る
と
、「
兄
の
死
の
直
後
に
抱
く
感
慨
が
並
一
通
り
程
度
の

も
の
に
過
ぎ
な
い
」
と
解
す
る
し
か
な
く
な
り
、
後
の
「
あ
は
れ
あ
さ
か
ら
ず
お
ぼ
す
」
描
写
と
一
致
し
な
い
。
よ
っ
て

榊
原
本
・
内
閣
文
庫
本
の
本
文
は
不
自
然
で
あ
る
。

　

な
お
榊
原
本
が
四
字
以
上
の
脱
落
を
示
し
、
内
閣
文
庫
本
が
そ
れ
を
補
う
こ
と
は
な
い
。
ま
た
、
誤
り
も
内
閣
文
庫
本

の
方
が
多
い　
　

。
本
文
と
し
て
は
榊
原
本
の
方
が
す
ぐ
れ
て
お
り
、
後
述
す
る
が
、
所
蔵
者
同
士
の
関
係
か
ら
す
る
と

榊
原
本
を
内
閣
文
庫
本
が
書
写
し
た
と
い
う
可
能
性
も
想
定
で
き
る
。

　

次
に
榊
原
本
と
島
原
文
庫
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
い
え
ば
、
榊
原
本
に
は
あ
り
、
島
原
松
平
文
庫
本
に
一
〇
字
以
上
の

脱
落
が
あ
る
箇
所
は
、
例
七
の
ほ
か
、
次
の
二
箇
所
で
あ
る
。

【
例
八
】
春
五
四
ウ

榊　

み
ま
さ
り
」
し
た
る
心
ち
し
給
へ
は
た
ゝ
い
ま
は
い
と
め
や
す
き
御
」

絵　

あ
そ
ひ
な
り
と
し
月
も
は
か
な
く
ゆ
き
か
へ
り
つ
ゝ

穂　

あ
そ
ひ
な
り
年　

月
も
は
か
な
く
ゆ
き
か
へ
り
つ
ゝ

島　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

榊　

あ
そ
ひ
な
り
と
し
月
も
は
か
な
く
ゆ
き
か
へ
り
つ
ゝ
」

（
24
）
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内　

あ
そ
ひ
な
り
と
し
月
も
は
か
な
く
ゆ
き
か
へ
り
つ
ゝ

神　

あ
そ
ひ
な
り
と
し
月
も
は
か
な
く
ゆ
き
か
へ
り
つ
ゝ

青　

あ
そ
ひ
成　

と
し
月
も
は
か
な
く
ゆ
き
か
へ
り
つ
ゝ

絵　

う
ち
の
大
臣　

の
ひ
め
君
十
四
に
な
り
給　
　

ぬ
い
ま

穂　

内　

の
お
と
ゝ
の
姫
君
も
十
四
に
な
り
た
ま
ひ
ぬ
い
ま

島　

内　

の
お
と
ゝ
の
姫
君
も
十
四
に
な
り
た
ま
ひ
ぬ
い
ま

榊　

内　

の
お
と
ゝ
の
姫
君
も
十
四
に
な
り
た
ま
ひ
ぬ
い
ま
」

内　

う
ち
の
お
と
ゝ
の
姫
君
も
十
四
に
な
り
た
ま
ひ
ぬ
い
ま

神　

う
ち
の
お
と
ゝ
の
姫
君
も
十
四
に
な
り
た
ま
ひ
ぬ
い
ま

青　

う
ち
の
お
と
ゝ
の
姫
君
も
十
四
に
成　

給　

ひ
ぬ
い
ま

【
例
九
】
冬
八
二
オ
（
※
絵
巻
は
翻
刻
ナ
シ
）

榊　

今
」
は
こ
と
ふ
り
に
け
る
事
な
れ
は
か
や
う
の
折
ふ
し
」

穂　

に
つ
け
て
は
な
を
ゆ
く
へ
な
く
か
く
れ
は
て
給　

ひ
に
し

島　

に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

榊　

に
つ
け
て
は
な
を
ゆ
く
ゑ
な
く
か
く
れ
は
て
給　

ひ
に
し
」
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内　

に
つ
け
て
は
な
を
ゆ
く
ゑ
な
し
か
く
れ
は
て
給　

ひ
に
し

神　

に
つ
け
て
は
な
を
ゆ
く
へ
な
く
か
く
れ
は
て
た
ま
ひ
に
し

青　

に
つ
け
て
は
な
を
ゆ
く
へ
な
く
か
ゝ
れ
は
て
給　

ひ
に
し　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

穂　

大
将
殿
ゝ
御
事
を
入
道
殿　

な
と
は
つ
き
せ
す

島　

大
将
殿
の
御
事
を
入
道
殿　

な
と
は
つ
き
せ
す

榊　

大
将
殿
の
御
事
を
入
道
殿　

な
と
は
つ
き
せ
す
」

内　

大
将
殿
の
御
事
を
入
道
殿　

な
と
は
つ
き
せ
す

神　

大
将
殿
の
御
事
を
入
道
と
の
な
と
は
つ
き
せ
す

青　

大
将
殿
の
御
事
を
入
道
と
の
な
と
は
つ
き
せ
す

　

こ
れ
ら
の
脱
落
を
見
る
に
、
島
原
松
平
文
庫
本
を
榊
原
本
が
写
し
た
と
い
う
可
能
性
は
低
い
だ
ろ
う
。
他
方
榊
原
本
が

四
字
以
上
脱
落
し
、
島
原
松
平
文
庫
本
が
そ
れ
を
補
う
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
榊
原
本
を
島
原
松
平
文
庫
本
が
写
し
た

可
能
性
に
つ
い
て
も
疑
わ
し
い
。
例
五
の
一
部
を
再
掲
す
る
。

【
例
五
（
再
掲
）】

穂　

は
我　

御
か
た
へ
わ
た
り
給
ひ
て
こ
夜
は
と
ゝ
ま
り
給
い
ぬ

島　

は
我　

御
か
た
へ
わ
た
り
給
ひ
て
こ
夜
は
と
ゝ
ま
り
給
は
ぬ
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榊　

は
我　

御
か
た
へ
わ
た
り
給
ひ
て
こ
夜
は
と
ゝ
ま
り
給
ひ
ぬ
」

　

榊
原
本
の
「
ひ
」
を
「
は
」
と
誤
る
可
能
性
は
低
い
が
、穂
久
邇
文
庫
本
の
「
い
」
で
あ
れ
ば
「
は
（
八
）」
と
誤
り
や
す
い
。

ま
た
「
い
」
と
い
う
音
を
写
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
榊
原
本
が
「
ひ
」
と
い
う
表
記
に
な
る
の
も
自
然
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
、
榊
原
本
を
島
原
松
平
文
庫
本
を
写
し
た
と
考
え
に
く
い
例
は
他
に
も
散
見
す
る　
　

こ
と
か
ら
、
穂
久
邇
文
庫
本
の

よ
う
な
本
文
を
持
っ
た
親
本
の
存
在
が
想
定
さ
れ
る
。

　

他
の
穂
久
邇
文
庫
本
系
統
諸
本
と
の
詳
細
な
比
較
は
次
稿
を
期
す
が
、
春
冬
本
の
本
文
は
、
穂
久
邇
文
庫
本
系
統
諸
本

の
う
ち
で
は
、
穂
久
邇
文
庫
本
と
最
も
近
似
す
る
の
で
あ
る
。
完
本
②
③
④
と
比
較
し
て
例
を
二
つ
示
す
（
各
テ
キ
ス
ト

の
略
号
を
示
す
。
黒
＝
②
黒
川
四
冊
本
、
龍
＝
④
龍
門
文
庫
本
、
盛
＝
③
盛
岡
公
民
館
本
）。

【
例
一
〇
】
冬
四
オ

榊　

我
あ
や
ま
ち
」
な
る
こ
ゝ
ち
し
て
中
納
言
そ
よ
ろ
つ
の
事
な
と
」

黒　

さ
た
し
き
こ
え
た
ま
ひ
し
人
し
れ
ぬ
ひ
め
君
は
お
い
給　

ふ
ま
ゝ
に　
　
　
　
　

い
と
う
つ
く
し
き
を
か
な

龍　

さ
た
し
き
こ
え
た
ま
ひ
し
人
し
れ
ぬ
ひ
め
君
は
お
い
た
ま
ふ
ま
ゝ
に　
　
　
　
　

い
と
う
つ
く
し
き
を
か
な

盛　

さ
た
し
き
こ
え
た
ま
ひ
し
人
し
れ
ぬ
ひ
め
君
は
お
い
た
ま
ふ
ま
ゝ
に　
　
　
　
　

い
と
う
つ
く
し
き
を
か
な

絵　

さ
た
し
き
こ
え
給　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
ま
ゝ
に
ひ
め
き
み
の
い
と
う
つ
く
し
き
を
か
な

穂　

さ
た
し
き
こ
え
給　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
ま
ゝ
に　
　
　
　
　

い
と
う
つ
く
し
き
を
か
な

（
25
）
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島　

さ
た
し
き
こ
え
給　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
ま
ゝ
に　
　
　
　
　

い
と
う
つ
く
し
き
を
か
な

榊　

さ
た
し
き
こ
え
給　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
ま
ゝ
に　
　
　
　
　

い
と
う
つ
く
し
き
を
か
な

内　

さ
た
し
き
こ
え
給　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
ま
ゝ
に　
　
　
　
　

い
と
う
つ
く
し
き
を
か
な

神　

さ
た
し
き
こ
え
給　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
ま
ゝ
に　
　
　
　
　

い
と
う
つ
く
し
き
を
か
な

青　

さ
た
し
聞　

え
給　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
ま
ゝ
に　
　
　
　
　

い
と
う
つ
く
し
き
を
か
な　

榊　

し
き
物
に
し
給
ひ
し
か
と
こ
ゝ
ろ
や
す
く
見
を
」

【
例
一
一
】
春
一
三
ウ

榊　

そ
の
程
右
大
将
は
か
な
く
わ
つ
」

黒　

ら
ひ
た
ま
ひ
て
う
せ
給　
　

ぬ
れ
は
左
大
将
内
大
臣
か
け
給
○　

大
納
言
右
大
将　
　

に
成　

給　

ふ

龍　

ら
ひ
給　

ひ
て
う
せ
た
ま
ひ
ぬ
れ
は
左
大
将
内
大
臣
か
け
給
権　

大
納
言
右
大
将　
　

に
な
り
た
ま
ふ

盛　

ら
ひ
給　

ひ
て
う
せ
給　
　

ぬ
れ
は
左
大
将
内
大
臣
か
け
給　
　

大
納
言
右
大
将　
　

に
成　

た
ま
ふ

絵　

ら
ひ
給　
　

て
う
せ
給　
　

ぬ
れ
は　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ん
大
納
言
う
大
し
や
う
に
な
り
て

穂　

ら
ひ
給　

ひ
て
う
せ
給　
　

ぬ
れ
は　
　
　
　
　
　
　
　
　

権　

大
納
言
右
大
将　
　
　
　
　
　

島　

ら
ひ
給　

ひ
て
う
せ
給　
　

ぬ
れ
は　
　
　
　
　
　
　
　
　

権　

大
納
言
右
大
将　
　
　
　
　
　

榊　

ら
ひ
給　

ひ
て
う
せ
給　
　

ぬ
れ
は　
　
　
　
　
　
　
　
　

権  

大
納
言
右
大
将
」

こ
ん

左
大
将
内
大
臣
か
け
給
ふ
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内　

ら
ひ
た
ま
ひ
て
う
せ
た
ま
ひ
ぬ
れ
は　
　
　
　
　
　
　
　
　

権  

大
納
言
右
大
将
」

神　

ら
ひ
た
ま
ひ
て
う
せ
た
ま
ひ
ぬ
れ
は　
　
　
　
　
　
　
　
　

権　

大
納
言
右
大
将　
　
　
　
　
　

青　

ら
ひ
給　

ひ
て
う
せ
給
ひ　

ぬ
れ
は　
　
　
　
　
　
　
　
　

権　

大
納
言
右
大
将　
　

黒　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
つ
し
か
い
と
め
て
た
し
春
も
や
う
〳
〵

龍　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
つ
し
か
い
と
め
て
た
し
春
も
や
う
〳
〵

盛　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
つ
し
か
い
と
め
て
た
し
春
も
や
う
〳
〵

絵　

な
い
大
臣
か
け
玉　

ふ
い
つ
し
か
い
と
め
て
た
し
春
も
や
う
〳
〵

穂　

内　

大
臣
か
け
給　
　

い
つ
し
か
い
と
め
て
た
し
春
も
や
う
〳
〵

島　

内　

大
臣
か
け
給　
　

い
つ
し
か
い
と
め
て
た
し
春
も
や
う
〳
〵

榊　

内　

大
臣
か
け
給　
　

い
つ
し
か
い
と
め
て
た
し
春
も
や
う
〳
〵
」

内　

内　

大
臣
か
け
た
ま
ふ
い
つ
し
か
い
と
め
て
た
し
春
も
や
う
〳
〵
」

神　

内　

大
臣
か
け
た
ま
ひ
い
つ
し
か
い
と
め
て
た
し
春
も
や
う
〳
〵

青　

内　

大
臣
か
け
給　

ひ
い
つ
し
か
い
と
め
て
た
し
春
も
や
う
〳
〵

　

例
一
〇
を
見
る
と
、
黒
川
四
冊
本
・
龍
門
文
庫
本
・
盛
岡
公
民
館
本
と
、
穂
久
邇
文
庫
本
及
び
春
冬
本
の
本
文
が
対
立

し
て
い
る
。

　

ま
た
例
一
一
の
本
文
に
お
い
て
、
盛
岡
公
民
館
本
に
は
「
権
」
が
無
い
が
、
そ
れ
以
外
は
黒
川
四
冊
本
・
龍
門
文
庫
本
・
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盛
岡
公
民
館
本
の
本
文
は
一
致
し
、
こ
の
三
本
と
穂
久
邇
文
庫
本
・
春
冬
本
は
対
立
す
る
本
文
を
有
す
る
（
意
味
内
容
か

ら
す
る
と
、
穂
久
邇
文
庫
本
及
び
春
冬
本
本
文
は
誤
り
と
判
断
さ
れ
る　
　

）。
例
一
〇
・
一
一
を
見
る
限
り
で
は
、
春
冬

本
の
祖
本
が
、
他
の
完
本
で
は
な
く
穂
久
邇
文
庫
本
に
近
い
本
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

た
だ
し
、
そ
れ
が
穂
久
邇
文
庫
本
そ
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
以
下
の
例
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。　

　【
例
一
二
】
冬
一
三
ウ

榊　

御
車
よ
せ
た
れ
は
人
〳
〵
も
た
ち
の
き
」

黒　

て
の
り
に
お
わ
す
る
を
御
そ
の
す
そ
を
や
お
ら
ひ
か
へ

龍　

て
の
り
に
お
わ
す
る
を
御
そ
の
す
そ
を
や
を
ら
ひ
か
へ　

絵　

て
の
り
に
お
は
す
る
を
御
そ
の
す
そ
を　

を
し
ひ
か
へ

穂　

て
の
り
に
お
は
す
る
を
御
そ
の
す
そ
を
や
を
ら
ひ
か
へ

榊　

て
の
り
に
お
は
す
る
を
御
そ
の
す
そ
を　

を
し
ひ
か
へ

島　

て
の
り
に
お
は
す
る
を
御
そ
の
す
そ
を　

を
し
ひ
か
へ

内　

て
の
り
に
お
は
す
る
を
御
そ
の
す
そ
を　

を
し
ひ
か
へ

神　

て
の
り
に
を
は
す
る
を
御
そ
の
す
そ
を　

お
し
ひ
か
へ

青　

て
の
り
に
を
は
す
る
を
御
袖
の
す
そ
を　

を
し
ひ
か
へ

（
26
）
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他
の
穂
久
邇
文
庫
本
系
統
諸
本
は
、
姫
君
の
「
す
そ
」
を
宮
が
「
や
お
ら
ひ
か
へ
」
る
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
春

冬
本
本
文
は
す
べ
て
「
を
し
ひ
か
へ
」
る
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
完
本
四
本
と
、
春
冬
本
の
本
文
が
対
立
す
る
例
を
二

つ
示
す
。

【
例
一
三
】
冬
九
〇
ウ
（
※
絵
巻
は
翻
刻
ナ
シ
）

榊　

ぬ
れ
は
今
は
い
て
な
む
と
す
る
に
殿
い
て
あ
ひ
」

黒　

た
ま
ひ
て
な
く
〳
〵
よ
ろ
こ
ひ
給
ひ
つ
ゝ
中
に
も
い
か

龍　

た
ま
ひ
て
な
く
〳
〵
よ
ろ
こ
ひ
給
ひ
つ
ゝ
中
に
も
い
か

盛　

た
ま
ひ
て
な
く
〳
〵
よ
ろ
こ
ひ
給
ひ
つ
ゝ
中
に
も
い
か

穂　

た
ま
ひ
て
な
く
〳
〵
よ
ろ
こ
ひ
給
ひ
つ
る
中
に
も
い
か

島　

た
ま
ひ
て
な
く
〳
〵
よ
ろ
こ
ひ　
　

つ
る
中
に
も
い
か

榊　

た
ま
ひ
て
な
く
〳
〵
よ
ろ
こ
ひ　
　

つ
る
事
に
も
い
か
」

内　

た
ま
ひ
て
な
く
〳
〵
よ
ろ
こ
ひ　
　

つ
る
中
に
も
い
か

神　

た
ま
ひ
て
な
く
〳
〵
よ
ろ
こ
ひ　
　

つ
る
中
に
も
い
か　

青　

給　

ひ
て
な
く
〳
〵
よ
ろ
こ
ひ　
　

つ
る
中
に
も
い
か

黒　

や
う
な
る
の
そ
み
の
給　

ふ
と
も
と
も
か
く
も
た
か
へ
き

中
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龍　

や
う
な
る
の
そ
み
の
た
ま
ふ
と
も　
　

か
く　

た
か
へ
き

盛　

や
う
な
る
の
そ
み
の
た
ま
ふ
と
も　
　

か
く　

た
か
へ
き

穂　

や
う
成　

の
そ
み
の
た
ま
ふ
と
も
と
も
か
く
も
た
か
へ
き

島　

や
う
成　

の
そ
み
の
た
ま
ふ
と
も
と
も
か
く
も
た
か
へ
き

榊　

や
う
成　

の
そ
み
の
た
ま
ふ
と
も
と
も
か
く
も
た
か
へ
き
」

内　

や
う
成　

の
そ
み
の
た
ま
ふ
共　

と
も
か
く
も
た
か
へ
き

神　

や
う
な
る
の
そ
み
の
た
ま
ふ
と
も　
　

か
く
も
た
か
へ
き

青　

や
う
な
る
の
そ
み　

給　

ふ
と
も　
　

か
く
も
た
か
へ
聞

榊　

こ
え
し
な
こ
り
な
と
い
と
お
ほ
ろ
し
う
み
え
給
ふ
」

【
例
一
四
】
春
二
ウ

榊　

め
さ
ま
し
く
よ
と
ゝ
も
に
お
ほ
し
け
る
ほ
と
に
い
と
ゝ
」

黒　

お
と
こ
君　

さ
し
つ
ゝ
き
い
て
き
給
ひ
け
れ
は
い
よ
〳
〵
ゆ

龍　

お
と
こ
君　

さ
し
つ
ゝ
き
い
て
き
給
ひ
け
れ
は
い
よ
〳
〵
ゆ

盛　

お
と
こ
君　

さ
し
つ
ゝ
き
い
て
き
給
ひ
け
れ
は
い
よ
〳
〵
ゆ

絵　

お
と
こ
君　

さ
し
つ
ゝ
き
出　

き
給　

け
れ
は
い
よ
〳
〵
ゆ
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穂　

お
と
こ
君　

さ
し
つ
ゝ
き
い
て
き
給　

け
れ
は
い
よ
〳
〵
ゆ

島　

お
と
こ
君　

さ
ふ
ら　

き
い
て
き
給　

け
れ
は
い
よ
〳
〵
ゆ

榊　

お
と
こ
き
み
さ
ふ
ら　

き
い
て
き
給　

け
れ
は
い
よ
〳
〵
ゆ
」

内　

お
と
こ
き
み
さ
ふ
　ゝ

き
い
て
き
給　

け
れ
は
い
よ
〳
〵
ゆ　
　

神　

お
と
こ
き
み
さ
ふ
ら　

き
い
て
き
給
ひ
け
れ
は
い
よ
〳
〵
ゆ

青　

お
と
こ
き
み
さ
ふ
し　

き
い
て
き
給
ひ
け
れ
は
い
よ
〳
〵
ゆ　

榊　

る
き
な
く
た
の
も
し
き
さ
ま
に
さ
へ
お
は
す
る
を
」

　

例
一
三
の
春
冬
本
は
「
殿
」
が
主
語
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
よ
ろ
こ
ひ
つ
る
」
と
尊
敬
語
「
給
ひ
」
が
見
当
た
ら

ず
、
例
一
四
の
春
冬
二
巻
本
「
さ
ふ
ら
き
」
は
意
味
が
通
じ
な
い
。
よ
っ
て
、
例
一
三
・
一
四
と
も
、
春
冬
本
の
本
文
は

穂
久
邇
文
庫
本
よ
り
も
劣
っ
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
。
穂
久
邇
文
庫
本
に
近
似
し
、
か
つ
島
原
松
平
文
庫
・
榊
原
本
と
同

じ
誤
り
を
持
つ
親
本
を
、
島
原
松
平
文
庫
・
榊
原
本
が
そ
れ
ぞ
れ
写
し
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
後
述
す
る
よ

う
に
松
平
忠
房
と
榊
原
忠
次
の
親
密
な
関
係
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
あ
る
い
は
親
本
を
同
じ
く
す
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測

さ
れ
る
。

　

島
原
松
平
文
庫
本
と
榊
原
本
の
優
劣
は
一
概
に
は
判
定
で
き
な
い
。
両
者
の
本
文
を
比
較
す
る
と
、
脱
落
が
な
い
と
い

う
点
で
は
榊
原
本
に
軍
配
が
上
が
る
が
、
穂
久
邇
文
庫
本
と
よ
り
一
致
す
る
の
は
島
原
松
平
文
庫
本
で
あ
り
、
本
文
自
体

は
島
原
松
平
文
庫
本
の
方
が
や
や
誤
り
が
少
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
島
原
松
平
文
庫
と
榊
原
本
は
補
い
合
う
関
係
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に
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

最
後
に
、
絵
巻
本
文
に
つ
い
て
見
て
お
き
た
い
。
絵
巻
の
本
文
が
巻
一
・
四
に
相
当
す
る
こ
と
に
つ
い
て
麻
原　
　

は
、

「
こ
の
部
分
だ
け
を
読
ん
だ
の
で
は
全
体
の
内
容
を
理
解
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
お
よ
そ
ど
の
よ
う
な
目
的
で
製

作
さ
れ
た
の
か
が
、
こ
の
点
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
」
と
述
べ
る
。
そ
の
直
前
に
「
大
変
豪
華
な
も
の
で
あ
り
、
大
名
家

嫁
入
本
と
し
て
特
注
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
み
ら
れ
る
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
美
術
品
と
し
て
の
価
値
を
重

視
し
、
本
文
を
疎
か
に
し
た
も
の
だ
と
結
論
づ
け
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
麻
原
に
よ
る
と
絵
巻
は
「
寛
文
か
ら
元
禄
に
か

け
て
は
、
同
類
の
絵
巻
物
が
御
伽
草
紙
、
舞
の
本
に
題
材
を
と
っ
て
数
多
く
制
作
さ
れ
て
お
り
、
そ
う
し
た
時
期
の
成
立

と
目
さ
れ
る
」。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
絵
巻
成
立
時
期
に
は
、
榊
原
本　
　

は
既
に
成
立
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
嫁
入

本
と
し
て
制
作
さ
れ
た
可
能
性
そ
の
も
の
は
否
定
し
な
い
が
、
巻
一
・
四
の
内
容
を
持
つ
春
冬
本
が
他
に
五
本
知
ら
れ
る

こ
と
か
ら
す
る
と
、
巻
一
・
四
の
本
文
を
持
つ
こ
と
自
体
が
絵
巻
固
有
の
特
徴
と
は
言
え
ず
、
絵
巻
が
基
づ
い
た
本
文
自

体
が
す
で
に
巻
一
・
四
の
み
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　

絵
巻
本
文
は
島
原
松
平
文
庫
本
・
榊
原
本
・
内
閣
文
庫
本
と
近
似
す
る
傾
向
が
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
に
挙
げ
た
例
か
ら

明
ら
か
な
よ
う
に
、
他
の
春
冬
本
と
対
立
す
る
独
自
異
文
も
約
六
〇
〇
箇
所　
　

と
多
い
。

　

そ
の
う
ち
、「
さ
い
ゐ
ん
」
と
い
う
呼
称
を
「
に
し
の
院
」
で
統
一
す
る
ほ
か
、「
お
は
す
」
を
「
お
わ
し
ま
す
」
と
す
る
、

「
お
ほ
し
さ
は
く
」
を
「
お
ほ
し
さ
は
き
た
ま
ふ
」、「
十
日
の
ほ
と
に
そ
の
け
し
き
あ
れ
は
」
を
「
十
日
の
ほ
と
に
そ
の
御

け
し
き
あ
れ
は
」
な
ど
敬
語
を
加
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
例
、
及
び
「
秋
に
も
な
り
に
け
り
」
を
「
秋
に
も
な
り
に
け

れ
は
」、「
そ
の
日
に
成
ぬ
」
を
「
そ
の
日
に
成
ぬ
れ
は
」
の
ご
と
く
、
文
を
言
い
切
り
で
な
く
続
け
る
例
な
ど
、
絵
巻
に

す
る
に
あ
た
っ
て
の
本
文
の
変
更
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
お
よ
そ
三
分
の
一
を
占
め
る
。
重
複
す
る
語
を
省
い
て

（
27
）

（
28
）

（
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）
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改
め
た
か
と
考
え
ら
れ
る
例
も
少
な
く
な
い　
　

。

　

そ
れ
以
外
の
独
自
異
文
は
、
明
ら
か
な
誤
り
と
考
え
ら
れ
る
場
合
も
多
い
が
、
中
に
は
例
一
四
の
よ
う
に
完
本
の
い
ず

れ
か
と
一
致
す
る
場
合
も
あ
る
。
つ
ま
り
絵
巻
の
親
本
は
他
の
春
冬
本
の
親
本
と
は
異
な
り
、
も
っ
と
以
前
の
段
階
で
分

か
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
穂
久
邇
文
庫
本
系
統
諸
本
を
分
類
す
る
際
に
再
考
す
る
が
、

現
時
点
で
は
例
一
〇
・
一
一
で
示
し
た
通
り
、
絵
巻
は
春
冬
本
の
一
本
と
位
置
づ
け
る
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
、
本
文
を
見
る
限
り
で
は
、
絵
巻
／
島
原
松
平
文
庫
・
榊
原
本
・
内
閣
文
庫
本
／
神
宮
文
庫
本
・
青
山
本
と
い
う

グ
ル
ー
プ
に
分
類
で
き
、
こ
の
系
統
の
諸
本
の
中
で
は
、
絵
巻
と
、
島
原
松
平
文
庫
本
・
榊
原
本
が
見
る
べ
き
本
文
だ
と

考
え
ら
れ
る
。

　　
　

四
、
榊
原
忠
次
・
松
平
忠
房
・
林
鵞
峰
の
交
友
と
和
書
の
貸
借
関
係

　

こ
こ
で
、
榊
原
本
・
島
原
松
平
文
庫
本
・
内
閣
本
の
三
本
が
書
写
に
お
い
て
も
緊
密
な
関
係
に
あ
っ
た
可
能
性
に
つ
い

て
検
討
し
て
お
く
。

　

榊
原
本
に
は
「
吏
部
大
夫
忠
次
」「
文
庫
」
の
蔵
書
印
が
あ
り
、
榊
原
忠
次
（
慶
長
十
年
（
一
六
〇
五
）
～
寛
文
五
年

（
一
六
六
五
））
の
蔵
書
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
榊
原
忠
次
は
当
時
か
ら
知
ら
れ
た
蔵
書
家
で
あ
り
、
和
歌
・
俳
諧
・

漢
詩
を
よ
く
し
て
『
御
当
家
紀
年
録
』『
武
家
百
人
一
首
』『
一
掬
集
』
な
ど
の
作
も
あ
る
。

（
30
）

108



『苔の衣』穂久邇文庫本系統巻一・四相当諸本について

　

島
原
松
平
文
庫
本
に
は
「
尚
舎
源
忠
房
文
庫
」「
文
庫
」
の
蔵
書
印
が
あ
り
、
榊
原
忠
次
と
親
し
く
、
同
じ
く
蔵
書
家
で

あ
っ
た
松
平
忠
房
（
元
和
五
年
（
一
六
一
九
）
～
元
禄
十
三
年
（
一
七
〇
〇
））
の
蔵
書
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
内
閣
文
庫
本
に
は
「
弘
文
院
学
士
」　　

の
蔵
書
印
が
あ
り
、
林
鵞
峰
（
元
和
四
年
（
一
六
一
八
）
～
延
宝
八

年
（
一
六
八
〇
）
の
蔵
書
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
藤
實
久
美
子
に
よ
れ
ば
、

「
国
史
館
日
録
」
か
ら
「
本
朝
通
鑑
」
の
た
め
に
蒐
集
さ
れ
た
書
籍
は
弘
文
院
で
蔵
書
印
を
押
し
て
管
理
さ
れ
た
こ

と
が
明
ら
か
に
な
る
。
弘
文
院
は
教
育
機
関
と
し
て
の
機
能
を
持
っ
た
か
ら
、
蔵
書
の
一
部
は
門
人
や
大
名
な
ど
の

供
覧
に
付
さ
れ
た　
　

。

と
あ
り
、
内
閣
文
庫
本
は
弘
文
館
で
管
理
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る　
　

。

　

こ
の
三
者
は
互
い
に
親
し
か
っ
た　
　

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
と
和
書
の
貸
借
に
つ
い
て
整
理
し
、『
苔
の
衣
』
三
本
が

書
写
さ
れ
た
環
境
を
概
観
し
、
相
互
の
関
係
を
位
置
づ
け
た
い
。

　
　

四
―
一
、
林
鵞
峰
と
榊
原
忠
次
・
松
平
忠
房

　

竹
下
喜
久
男
は
、

林
家
が
文
芸
へ
の
関
心
を
共
に
す
る
諸
大
名
交
流
の
中
核
を
担
っ
て
い
た
こ
と
は
林
羅
山
以
下
の
詩
文
集
に
明
ら
か

で
あ
る
。（
中
略
）
鵞
峰
に
つ
い
て
は
、
詩
文
集
だ
け
で
な
く
、『
本
朝
通
鑑
』　　

の
編
集
日
誌
と
も
い
う
べ
き
『
国

史
館
日
録
』
に
好
文
大
名
と
の
交
友
ぶ
り
を
詳
細
に
記
し
て
い
る　
　

。

と
述
べ
、
鵞
峰
が
忠
次
と
特
に
親
し
く
交
わ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

（
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）

（
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）

（
33
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（
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廣
木
一
人　
　

は
、「
不
忍
池
文
芸
圏
も
し
く
上
野
・
神
田
文
芸
圏
と
呼
べ
る
よ
う
な
も
の
が
形
成
さ
れ
て
い
た
」
と
し
、

そ
の
中
核
に
い
た
の
が
林
羅
山
・
鵞
峰
ら
の
林
家
で
あ
っ
た
と
す
る
。
藤
實　
　

が
『
林
羅
山
詩
集
』
の
記
事　
　

か
ら

「
忠
次
と
林
家
の
関
係
は
、
遅
く
と
も
寛
永
十
七
年
に
始
ま
っ
た
と
い
え
る
」
と
す
る
の
に
対
し
、
廣
木
は
さ
ら
に
推
論

を
進
め
、「
両
者
の
交
流
は
池
之
端
屋
敷
が
整
え
ら
れ
た
寛
永
十
四
年
頃
か
ら
始
ま
っ
た
と
考
え
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
」
こ

と
を
、『
国
史
館
日
録
』（
以
下
『
日
録
』
と
略
称
す
る
）
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
年
三
月
二
十
二
日
条
に
「
余
与
拾
遺
識

韓
至
今
二
十
八
年
」
と
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
鵞
峰
は
拾
遺
す
な
わ
ち
忠
次
と
二
十
八
年
の
交
流
が
あ
っ
た
と
回
顧
し

て
い
る
」
こ
と
か
ら
導
き
、「
こ
れ
も
両
家
の
交
流
が
寛
永
十
四
年
か
ら
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
」
と
述
べ
る
。

　
『
日
録
』
の
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
条
に
「
忠
次
殊
嗜
倭
書
、
而
先
考
之
旧
識
、
余
之
識
韓
也
、
其
第
与
忍
岡
別
墅

隔
池
隣
接
」
と
あ
る
よ
う
に
、
忠
次
の
池
之
端
屋
敷
は
国
史
館
の
近
く
に
あ
り
、
忠
次
と
鵞
峰
は
お
互
い
を
尋
ね
て
親
し

く
話
し
合
う
仲
で
あ
っ
た　
　

。

　
『
日
録
』
以
外
に
榊
原
家
の
『
江
戸
日
記
』　　

な
ど
か
ら
も
忠
次
と
羅
山
・
鵞
峰
ら
の
日
常
的
交
流
は
窺
え
る
。
詩
会

を
開
き
、
漢
詩
、
和
歌
を
贈
り
合
う
と
い
っ
た
こ
と
は
枚
挙
に
暇
が
な
く
、
鵞
峰
は
忠
次
の
死
後
そ
の
碑
文
も
制
作
し
て

い
る
。
そ
の
交
際
に
つ
い
て
は
、『
日
録
』
寛
文
七
年
六
月
一
日
条
「
吏
部
父
子
於
我
輩
交
際
異
也
、
見
家
集
、
今
不
詳
述

焉
」
と
あ
る
よ
う
に
、
鵞
峰
の
詩
文
集
に
も
詳
し
い
。

　

鵞
峰
と
忠
次
の
交
流
は
真
情
に
満
ち
た
も
の
で
あ
り
、
鵞
峰
は
自
身
の
編
纂
す
る
『
本
朝
通
鑑
』
に
つ
い
て
、「
忠
次
は

そ
の
事
業
は
非
常
に
困
難
を
伴
う
が
、
鵞
峰
を
措
い
て
は
な
し
得
な
い
と
保
科
正
之
に
答
え
」　　

た
と
し
、
忠
次
に
つ

い
て
、「
姫
路
拾
遺
源
忠
次
者
最
好
倭
朝
之
事
、
頗
知
編
集
之
労
」
と
述
べ
る
。

　
『
本
朝
通
鑑
』
編
纂
事
業
に
つ
い
て
は
、『
日
録
』
寛
文
七
年
七
月
二
十
八
日
条
に
「
幽
談
曰
、
頃
聞
街
説
、
曰
、
国
史

（
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館
通
鑑
編
修
、
徒
費
年
月
、
真
是
無
用
之
甚
、
無
過
於
此
」、
同
八
年
三
月
二
十
八
日
条
に
「
頃
間
聞
、
勅
使
謂
諸
老
曰
、

向
陽
記
今
無
之
、
然
風
聞
、
水
戸
参
議
以
銀
五
十
枚
遣
東
坊
城
菅
氏
、
書
売
白
水
写
之
云
々
、
以
是
可
知
当
時
之
趣
」
と

あ
り
、
世
間
で
は
修
史
事
業
の
価
値
は
理
解
さ
れ
ず
、
ま
た
京
都
の
貴
族
た
ち
も
金
銭
の
提
供
が
な
け
れ
ば
非
協
力
的　
　

で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
田
中
尚
子　
　

は
「
武
家
側
で
も
積
極
的
に
提
出
が
な
さ
れ
た
の
は
寛
文
四
年
か
ら
五
年
夏

頃
ま
で
の
短
い
時
期
の
み
」
と
指
摘
す
る
。

　

忠
次
の
姿
勢
は
そ
れ
ら
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
鵞
峰
は
『
日
録
』
寛
文
七
年
三
月
二
十
八
日
条
「
明
日
当
故
姫
路
拾
遺

三
周
忌
、
追
憶
之
余
、
附
一
絶
以
寄
嗣
子
刑
部
大
輔
、
就
想
、
斯
人
今
存
、
或
夫
慰
余
幽
鬱
、
且
為
修
史
之
助
乎
、
何
則

満
城
無
知
倭
書
之
事
、
斯
人
雖
疎
文
学
、
然
嗜
倭
書
、
当
時
無
双
、
斯
人
亦
不
存
、
史
館
之
不
幸
也
」
と
述
べ
、
忠
次
が

生
き
て
い
て
く
れ
た
ら
ば
自
身
の
「
幽
鬱
」
を
慰
め
、
か
つ
修
史
事
業
の
助
け
に
な
っ
た
だ
ろ
う
と
仮
想
し
て
い
る
。
忠

次
へ
の
追
憶
は
年
月
を
経
て
も
忘
れ
ら
れ
る
こ
と
な
く
、忠
次
が
亡
く
な
っ
て
五
年
後
の
寛
文
十
年
七
月
九
日
条
に
も「
而

後
各
遊
山
店
、
是
故
拾
遺
毎
歳
招
我
輩
、
看
月
之
所
也
、
五
年
而
到
此
、
不
堪
懐
旧
」
と
あ
り
、
深
い
親
交
が
偲
ば
れ
る
。

　

忠
次
が
生
前
『
本
朝
通
鑑
』
編
纂
に
協
力
し
、書
を
貸
し
出
し
た
例
を
挙
げ
る
と
、寛
文
四
年
十
一
月
四
日
条
に
は
、『
千

載
佳
句
』
に
つ
い
て
、「
余
今
春
借
姫
路
拾
遺
本
而
写
之
、
其
元
本
則
今
所
示
之
宸
翰
本
也
」
と
同
年
春
に
借
り
て
書
写
し

て
お
り
、
ま
た
八
日
条
に
「
午
前
姫
路
拾
遺
来
臨
、
携
『
足
利
李
世
記
』
等
数
部
借
之
」
と
あ
る
。
田
中　
　

は
、『
菟
玖

波
集
』
が
寛
文
四
年
十
一
月
二
十
六
日
に
提
出
さ
れ
、
同
二
十
九
日
に
は
返
却
さ
れ
る
な
ど
、
迅
速
に
書
写
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
指
摘
す
る
。

　

藤
實　
　

も
、

「
新
撰
信
長
記
」
は
、
板
倉
重
宗
本
を
松
平
忠
房
が
転
写
し
、
忠
次
が
更
に
転
写
さ
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
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忠
次
が
提
供
し
な
く
と
も
忠
房
か
ら
入
手
で
き
る
書
籍
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
松
平
忠
房
の
参
府
を
待
っ
て

い
て
は
編
修
に
遅
れ
が
生
じ
る
と
の
春
斎
の
危
惧
に
、
忠
次
は
配
慮
を
見
せ
、
同
書
を
早
期
に
提
供
し
て
い
る
。

と
指
摘
す
る
。
こ
れ
な
ど
も
、
二
人
の
親
交
の
深
さ
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
忠
次
は
遺
言
と
し
て
蔵
書
の
一
部
を
鵞
峰
に
寄
贈
し
て
い
る
。
廣
木　
　

も
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、『
日

録
』
寛
文
五
年
六
月
十
九
日
条
に
、「
榊
原
刑
部
大
輔
使
者
来
、
贈
倭
書
二
櫃
、（
中
略
）
不
堪
懐
旧
落
涙
行
々
」
と
あ
る
。

同
六
年
六
月
三
十
日
条
に
「
点
検
（
中
略
）
八
匣
旧
記
、
凡
二
百
十
四
冊
也
、
此
去
年
季
春
、
姫
路
拾
遺
病
中
相
約
、
其

没
後
所
蔵
也
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
贈
ら
れ
た
和
書
の
分
量
が
判
明
す
る
。
同
七
年
二
月
二
十
七
日
条
に
も
「
点
検
八
箱

旧
記
、
是
故
姫
路
拾
遺
遺
物
、
希
世
之
書
也
」
と
あ
り
、
贈
ら
れ
た
和
書
を
「
希
世
之
書
」
で
あ
る
と
評
し
て
い
る
。

　

榊
原
本
と
内
閣
文
庫
本
の
異
同
が
極
め
て
少
な
い
こ
と
、
改
行
位
置
や
表
記
ま
で
も
相
当
一
致
す
る
こ
と
と
併
せ
て
考

え
る
と
、『
苔
の
衣
』
も
こ
う
し
た
和
書
の
一
つ
と
し
て
忠
次
か
ら
鵞
峰
へ
と
貸
し
出
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ

る
。
そ
れ
が
い
つ
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
和
書
の
名
が
歌
書
や
説
話
と
い
っ
た
ま
と
ま
り
を
持
っ
て
集
中
的
に
『
日
録
』

中
に
登
場
す
る
の
は
、
寛
文
四
年
十
一
月
ご
ろ
と
、
寛
文
六
年
十
一
月
か
ら
同
七
年　
　

に
か
け
て
で
あ
る
。

　

注
目
さ
れ
る
の
は
、『
日
録
』
寛
文
七
年
六
月
十
七
日
条
に
「
記
了
天
養
元
年
十
月
以
後
、而
記
久
安
元
年
至
三
月
、今
夕
、

令
石
生
読
秋
夜
長
物
語
、
雖
有
妄
誕
説
、
然
為
参
考
聴
之
、
聴
畢
則
知
弥
妄
説
不
足
取
焉
」
と
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
鵞
峰

は
史
実
を
確
認
す
る
た
め
に
『
大
鏡
』
や
『
栄
花
物
語
』
も
参
考
と
し
て
お
り　
　

、『
秋
夜
長
物
語
』
も
参
考
と
す
る
た

め
に
読
ま
せ
た
も
の
の
、
そ
こ
に
見
え
る
妄
説
は
取
る
に
足
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
な
お
翌
日

に
は
『
平
家
物
語
』
を
読
ま
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、『
秋
夜
長
物
語
』
を
『
平
家
』
と
同
時
代
の
も
の
と
意
識
し
て

い
た
か
と
推
測
さ
れ
る
。
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『
苔
の
衣
』
も
系
譜
が
詳
述
さ
れ
る
な
ど
『
栄
花
物
語
』
に
似
た
特
徴
を
持
つ
こ
と
か
ら
資
料
と
し
て
収
集
さ
れ
、
結

果
役
に
立
た
な
い
も
の
と
評
価
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る　
　

。『
苔
の
衣
』
の
描
く
時
代
に
つ
い
て
鵞
峰
が
理
解
し
て
い
た

か
は
不
明
で
あ
る
が
、
モ
デ
ル
と
し
て
い
る
の
は
摂
関
政
治
全
盛
期
で
あ
り
、
そ
の
時
代
の
参
考
資
料
と
し
て
『
苔
の
衣
』

が
読
ま
れ
た
と
仮
定
す
れ
ば
、
そ
れ
は
寛
文
六
年
後
半
か
ら
同
七
年
前
半
ご
ろ
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、鵞
峰
と
松
平
忠
房
の
交
友
に
つ
い
て
も
簡
潔
に
述
べ
て
お
く
。
寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）
七
月
十
七
日
条
に
「
此

人
当
時
士
林
好
倭
学
之
名
既
著
、
且
与
余
執
交
二
十
五
年
、
其
情
尤
渥
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
両
者
の
交
際
が
寛
永
十
九
年

頃
か
ら
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
鵞
峰
と
忠
次
の
交
際
が
始
ま
っ
て
以
降
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
忠
次
の
仲
介
が
あ
っ
た

か
も
し
れ
な
い
。
以
降
も
親
疎
で
い
え
ば
、
鵞
峰
―
忠
次
―
忠
房
と
な
る
よ
う
で
あ
る
。
実
際
鵞
峰
は
「
交
際
睦
亜
姫
路

故
拾
遺
者
也
」
と
榊
原
忠
次
に
次
い
で
親
し
か
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る　
　

。

　

忠
次
死
後
の
『
日
録
』
寛
文
八
年
三
月
十
六
日
条
に
は
「
又
松
平
主
殿
頭
借
書
之
状
屢
至
、
其
所
好
可
謂
奇
也
、
余
不

欲
借
書
於
人
、
然
此
人
不
忽
諸
故
不
惜
之
、
且
余
亦
借
彼
人
之
書
多
矣
、
姫
路
拾
遺
之
外
、
好
倭
書
而
不
妄
者
当
時
唯
此

人
耳
、
其
余
借
而
忽
諸
而
不
久
返
、
其
返
時
其
書
損
破
者
亦
有
之
、
故
余
借
与
不
借
常
択
其
人
而
已
」
と
あ
り
、
蔵
書
の

貸
借
を
よ
し
と
し
な
い
鵞
峰
が
、
忠
房
に
は
特
別
に
貸
し
出
し
て
い
る
こ
と
、
亡
き
忠
次
以
外
で
、
和
書
を
好
ん
で
か
つ

妄
り
で
な
い
者
は
忠
房
の
み
で
あ
る
、
と
ま
で
評
し
て
い
る
。
両
者
の
間
に
信
頼
関
係
が
築
か
れ
て
い
た
こ
と
、
多
数
の

書
の
貸
借
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る　
　

。

　

た
だ
し
、
鵞
峰
が
よ
り
親
し
か
っ
た
の
は
忠
次
で
あ
る
こ
と
、
内
閣
文
庫
本
の
本
文
は
島
原
松
平
文
庫
本
よ
り
も
榊
原

本
に
近
似
す
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
内
閣
文
庫
本
は
や
は
り
島
原
松
平
文
庫
本
を
直
接
書
写
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
榊
原

本
を
借
り
て
写
し
た
蓋
然
性
が
高
い
。
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四
―
二
、
忠
次
と
忠
房

　

竹
鼻
績
に
よ
る
榊
原
本
私
家
集
の
解
説　
　

は
、
榊
原
本
私
家
集
と
松
平
文
庫
本
私
家
集
群
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に

指
摘
す
る
。　

い
ず
れ
も
紺
表
紙
の
袋
綴
写
本
で
、
縦
二
七
糎
、
横
二
〇
糎
、
左
寄
せ
に
白
い
小
短
冊
の
題
簽
を
有
す
る
。
本
文
料

紙
は
楮
紙
系
統
の
も
の
を
用
い
、
近
世
初
期
の
書
写
と
考
え
ら
れ
る
。
お
お
む
ね
、
奥
に
「
吏
部
大
卿
忠
次
」
と
陽

刻
し
た
青
の
長
方
形
の
印
と
「
文
庫
」
の
二
字
を
陰
刻
し
た
青
い
円
形
の
印
と
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
装

丁
や
書
写
年
代
の
一
致
か
ら
、
こ
れ
ら
私
家
集
が
一
時
期
に
、
お
そ
ら
く
は
第
三
代
忠
次
の
頃
、
集
中
的
に
書
写
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
。
そ
し
て
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、（
中
略
）「
尚
舎
源
忠
房
文
庫
」
の
蔵
書

印
を
有
す
る
私
家
集
は
一
〇
四
部
に
上
る
が
、
そ
れ
ら
の
中
に
は
榊
原
本
私
家
集
類
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
集
が
含

ま
れ
て
い
る
。（
中
略
）
両
者
に
共
通
す
る
私
家
集
の
う
ち
、『
能
因
集
』
な
ど
い
く
つ
か
の
集
に
つ
い
て
は
、
そ
の
本

文
も
酷
似
す
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
榊
原
本
私
家
集
と
松
平
文
庫
本
私
家
集
群
と
は
極

め
て
密
接
な
関
係
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
竹
下
は
、「
忠
次
と
忠
房
の
蔵
書
の
貸
借
を
示
す
直
接
史
料
は
な
い
が
、両
者
の
蔵
書
構
成
の
類
似
に
注
目
し
た
い
」

と
し
、
忠
次
の
後
代
政
邦
の
代
に
成
立
し
た
『
御
書
物
虫
曝
帳
』　　

に
は
書
名
、
冊
数
が
記
さ
れ
、
版
本
、
書
写
本
の

別
も
付
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
こ
と
、
一
方
『
肥
前
島
原
松
平
文
庫
目
録
』（
昭
和
三
十
六
年
刊
）
に
は
書
型
、
編
著
者
、

出
刊
書
写
年
次
が
精
査
さ
れ
分
類
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
忠
房
の
蔵
書
印
「
尚
舎
源
忠
房　

文
庫
」
を
捺
し
た
書
籍
に
は

（
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△
を
付
し
そ
の
他
の
も
の
と
区
別
し
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
、
さ
ら
に
調
査
を
進
め
以
下
の
よ
う
に
結
論
づ
け
る
。

『
肥
前
島
原
松
平
文
庫
目
録
』
中
に
忠
房
の
蔵
書
印
を
捺
し
た
書
籍
は
漢
籍
七
三
点
、
和
書
九
三
八
点
を
数
え
る
。

そ
の
う
ち
私
撰
集
三
八
点
、
私
家
集
一
〇
四
点
が
あ
る
が
、
書
名
の
み
で
『
御
書
物
虫
曝
帳
』
に
収
め
る
私
撰
集
、

私
家
集
を
比
較
す
る
と
、
私
撰
集
に
つ
い
て
は
二
二
点
、
私
家
集
で
は
六
七
点
が
一
致
す
る
。
私
撰
集
に
つ
い
て
は

五
七
％
、
私
家
集
に
つ
い
て
は
六
四
％
の
割
合
で
書
名
の
一
致
が
み
ら
れ
る
。（
中
略
）
高
い
割
合
の
私
撰
集
、
私
家

集
の
一
致
は
、
二
人
が
歌
道
を
嗜
み
、
蒐
書
に
大
き
な
関
心
を
も
ち
、
極
め
て
親
し
い
交
友
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
互
い
に
頻
繁
な
貸
借
と
書
写
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。

忠
次
と
忠
房
が
親
密
で
あ
っ
た
こ
と
は
、『
日
録
』
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
十
月
二
十
八
日
条
に
「
忠
房
嗜
倭
書
与
姫
路

拾
遺
交
義
殊
厚
」
と
あ
る
こ
と
や
、
忠
次
の
家
集
『
一
掬
集
』、『
福
知
山
藩
日
記
』
な
ど
か
ら
も
窺
え
る　
　

。
竹
下
は
、

忠
次
蔵
印
あ
る
私
家
集
群
と
忠
房
蔵
印
あ
る
私
家
集
群
が
極
め
て
密
接
な
関
係
が
あ
る
こ
と
は
既
述
し
た
が
、
両
者

の
親
交
か
ら
相
互
貸
借
に
よ
る
書
写
の
可
能
性
を
予
想
さ
せ
る
。

と
す
る
。
先
に
も
挙
げ
た
『
新
撰
信
長
記
』
に
関
す
る
『
日
録
』
の
記
事
か
ら
は
、
忠
房
の
本
を
忠
次
が
既
に
写
し
て
手

元
に
有
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
り
、
相
似
す
る
私
家
集
の
存
在
も
併
せ
て
考
え
る
と
、『
本
朝
通
鑑
』
編
纂
ま
で

に
か
な
り
の
量
が
既
に
貸
借
さ
れ
書
写
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
窺
え
る
。『
和
泉
式
部
集
』
に
つ
い
て
、
藤
岡
忠
美　
　

が
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
こ
と
も
、
そ
の
可
能
性
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

内
閣
本
と
同
じ
系
統
で
、
し
か
も
も
う
ち
ょ
っ
と
善
い
本
に
は
、
榊
原
本
と
松
平
文
庫
本
（
島
原
公
民
館
蔵
）
と
彰

考
館
甲
本
と
が
あ
る
。（
中
略
）
松
平
文
庫
本
は
榊
原
本
と
ほ
と
ん
ど
同
一
視
で
き
る
ほ
ど
の
相
似
の
写
本
で
あ
り
な

が
ら
、
微
細
な
点
で
わ
ず
か
に
榊
原
本
に
軍
配
が
あ
げ
ら
れ
そ
う
だ
と
す
る
の
が
優
勢
で
あ
り
、
両
本
の
親
密
な
関
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係
が
想
定
さ
れ
る
。

　

な
お
島
原
松
平
文
庫
本
と
榊
原
本
の
私
家
集
の
本
文
は
、
極
め
て
近
似
す
る
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
が
混
在
す
る
。

す
べ
て
を
貸
し
借
り
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
手
元
に
な
い
も
の
を
優
先
し
て
写
し
合
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。『
苔
の
衣
』
に

関
し
て
は
、
本
文
の
異
同
を
見
る
に
、
直
接
の
貸
借
で
は
な
く
両
者
が
同
一
人
物　
　

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
借
り
て
写
さ
せ
た

の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

　
　

四
―
三
、『
苔
の
衣
』
の
読
ま
れ
方

　

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
榊
原
本
・
島
原
松
平
文
庫
本
は
巻
三
の
み
の
零
本
と
い
く
ば
く
か
の
関
係
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

島
原
松
平
文
庫
に
は
巻
三
に
相
当
す
る
本
文
を
持
つ
『
宇
治
物
語
』
が
あ
り
、
こ
れ
は
同
文
庫
蔵
の
春
冬
二
巻
本
と
同

筆
と
思
わ
れ
、
装
丁
も
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
榊
原
本
と
同
じ
忠
次
の
蔵
書
印
を
持
つ
『
苔
の
衣
』（
巻
三
に
相
当
、
装
丁
は

榊
原
本
と
異
な
る
）
が
東
京
大
学
文
学
部
に
あ
り
、
か
つ
巻
三
相
当
本
文
を
持
つ
『
宇
治
物
語
』
が
高
田
図
書
館
に
あ
る
。

　

高
田
図
書
館
蔵
『
宇
治
物
語
』
は
、
榊
原
本
『
苔
衣
』
と
は
表
紙
も
装
丁
も
異
な
り
、
江
戸
中
後
期
に
写
さ
れ
た
と
思

し
い
。
し
か
し
本
文
は
東
京
大
学
文
学
部
蔵
本
『
苔
の
衣
』
に
非
常
に
近
似
す
る
こ
と
か
ら
、
い
つ
か
の
時
点
で
東
大
文

学
部
本
を
写
し
た
と
考
え
ら
れ
る　
　

。
つ
ま
り
、
忠
次
は
『
苔
衣
』
上
下
二
冊
本
と
、
巻
三
相
当
『
苔
の
衣
』
を
同
時

に
所
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

東
大
文
学
部
本
の
外
題
は
本
文
と
別
筆
で
あ
り
、
書
写
段
階
か
ら
外
題
が
『
苔
の
衣
』
で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、

（
57
）

（
58
）
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こ
の
本
が
『
苔
の
衣
』
の
一
部
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
人
物
が
存
在
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
そ
れ
が
忠
次
で
あ
っ

た
可
能
性
も
あ
る
。『
宇
治
物
語
』
が
『
苔
の
衣
』
の
一
部
で
あ
る
と
忠
房
が
気
づ
い
た
か
否
か
に
つ
い
て
も
、
確
た
る
証

拠
は
な
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
を
近
い
時
期
に
読
め
ば
、
こ
の
三
冊
が
同
じ
物
語
で
あ
る
と
気
づ
く
蓋
然
性
は
低
く
は
な
い
と

思
わ
れ
る
。

　
『
苔
の
衣
』
に
は
「
小
大
輔
」
と
い
う
女
房
が
巻
三
に
も
巻
四
に
も
登
場
す
る
。
現
存
す
る
作
り
物
語
に
は
他
に
登
場

す
る
こ
と
が
な
い
登
場
人
物
な
の
で
、
小
大
輔
の
存
在
を
き
っ
か
け
に
、『
苔
衣
』
と
『
宇
治
物
語
』
が
同
一
作
品
で
あ
る

こ
と
を
導
く
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

巻
一
・
三
・
四
が
揃
っ
て
い
れ
ば
、『
苔
の
衣
』
の
大
筋
を
理
解
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
な
り
の
完
成
度
を
持
っ

た
作
品
と
受
け
取
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。『
苔
の
衣
』
は
歴
史
物
語
の
手
法
を
真
似
て
、
登
場
人
物
の
人
物
造
型
や
逸
話
、

系
譜
に
史
実
を
踏
ま
え
る
の
で
、
歴
史
に
興
味
関
心
を
持
つ
読
者
に
と
っ
て
は
、
ま
ず
ま
ず
面
白
く
読
め
る
作
品
で
あ
っ

た
か
も
し
れ
な
い　
　

。

　

忠
次
・
忠
房
の
書
名
の
一
致
率
は
私
撰
集
・
私
家
集
に
つ
い
て
高
い
の
に
対
し
て
、
作
り
物
語
名
（
室
町
物
語
も
含
む
）

に
関
し
て
言
う
と
、『
御
書
物
虫
曝
帳
』
に
の
み
あ
り
忠
房
蔵
書
に
な
い
の
は
、『
堤
中
納
言
』『
浜
松
中
納
言
』『
と
り
か
へ
ば

や
』『
落
窪
物
語
』『
真
伊
勢
物
語
』『
た
け
と
り
』『
岩
屋
双
紙
』『
和
泉
式
部
物
語
』『
う
つ
を
物
語
』
な
ど
で
あ
る
。
逆
に
『
御

書
物
虫
曝
帳
』
に
な
く
、忠
房
蔵
書
に
あ
る
も
の
は
『
海
人
の
刈
藻
』『
鳴
門
の
中
将
』『
精
進
魚
類
物
語
』『
若
気
嘲
哢
物
語
』

な
ど
で
あ
る
。

　

ま
た
蔵
書
の
う
ち
、そ
れ
ぞ
れ
が
有
す
る
古
注
釈
は
か
な
り
異
な
り
、『
花
鳥
余
情
』『
源
語
抄
』『
雨
夜
語
』『
種
玉
篇
次
抄
』

『
源
氏
物
語
引
語
』『
幼
那
源
氏
』『
一
葉
抄
』
な
ど
は
『
御
書
物
虫
曝
帳
』
に
の
み
あ
り
、逆
に
『
明
星
抄
』
や
『
岷
江
入
楚
』

（
59
）

（
マ
マ
）
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な
ど
は
忠
房
蔵
書
に
の
み
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
『
御
書
物
虫
曝
帳
』
は
後
代
の
も
の
で
あ
る
の
で
、
そ
こ
に
挙
が
ら
ず
と
も
、

忠
房
蔵
書
と
同
名
の
書
を
忠
次
が
所
有
し
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
。
だ
と
し
て
も
、私
撰
集
・
私
家
集
と
比
較
す
る
と
、『
源

氏
物
語
』
の
注
釈
書
や
作
り
物
語
に
関
し
て
は
、
あ
る
程
度
忠
房
・
忠
次
個
人
の
好
み
・
関
心
が
表
れ
て
い
る
と
捉
え
ら

れ
よ
う
。
そ
の
中
で
、
穂
久
邇
文
庫
本
系
統
の
春
冬
本
『
苔
の
衣
』
が
両
者
及
び
鵞
峰
に
所
有
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
意
味

は
決
し
て
小
さ
く
な
い
と
思
わ
れ
る　
　

。

　

秋
巻
の
本
文
と
春
冬
二
巻
本
の
書
写
流
通
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
巻
一
・
三
・
四
に
相
当
す
る
本
文
を
有
す
る
上
中
下

三
冊
本
も
存
在
す
る
こ
と
と
併
せ
て
、
三
冊
本
が
取
り
合
わ
せ
ら
れ
た
も
の
か
ど
う
か
も
含
め
、
今
後
の
課
題
と
す
る
が
、

春
冬
二
巻
本
に
つ
い
て
は
、
ひ
と
ま
ず
穂
久
邇
文
庫
本
に
似
た
親
本
を
、
忠
次
・
忠
房
が
そ
れ
ぞ
れ
借
り
て
写
し
、
忠
次

の
本
を
さ
ら
に
鵞
峰
が
写
し
た
可
能
性
が
高
い
。

　

最
後
に
、
春
冬
二
巻
本
と
絵
巻
の
関
係
に
つ
い
て
、
本
稿
で
述
べ
た
こ
れ
ま
で
の
仮
説
を
簡
単
に
図
示
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■　
　
　

絵
巻

　
　

穂
久
邇
文
庫
本　
　
　

春
冬
本
…
…
■　
　
　

榊
原
本　
　

内
閣
文
庫
本

  　
　
　
　
　

                      　
　
　
　
　

島
原
松
平
文
庫
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■　
　
　

神
宮
文
庫
本
…
青
山
本

（
直
接
の
書
写
関
係
が
想
定
さ
れ
る
も
の
は
―
、
そ
れ
以
外
は
…
で
示
す
。
ま
た
、
存
在
が
想
定
し
う
る
親
本
を
■
で
示
す
。）

（
60
）
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前
田
家
本
や
伊
達
家
本
と
い
っ
た
前
田
家
本
系
統
諸
本
以
外
に
も
、
穂
久
邇
文
庫
本
系
統
諸
本
が
、
江
戸
時
代
前
期
に

蔵
書
家
の
大
名
や
林
家
で
も
所
有
さ
れ
読
ま
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、『
苔
の
衣
』
の
享
受
に
お
い
て
、
穂
久
邇
文
庫

本
系
統
諸
本
の
重
要
性
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
次
稿
で
は
、
穂
久
邇
文
庫
本
系
統
諸
本
を
再
分
類
し
た
い
。

（
せ
き
も
と　

ま
さ
の
・
北
海
学
園
大
学
人
文
学
部
講
師
）
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［
註
］

（
１
）
後
嵯
峨
即
位
の
仁
治
三
年
（
一
二
四
二
）
か
ら
崩
御
の
文
永
九
年
（
一
二
七
二
）
年
ま
で
を
指
す
。

（
２
）『
風
葉
和
歌
集
』
に
二
首
入
集
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
成
立
の
文
永
八
年
（
一
二
七
一
）
ま
で
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
。

（
３
）
古
典
文
庫
『
苔
の
衣
』
解
題
（
一
九
五
四
年
）
に
よ
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
第
一
類
　
甲
　
穂
久
邇
本
底
本

　
　
　
　
　
　
　
乙
　
穂
久
邇
本
朱
校
本

　
　
　
第
二
類
　
丙
　
国
会
図
書
館
上
野
分
館
蔵
四
巻
本
等

　
　
　
　
　
　
　
丁
　
尊
経
閣
叢
刊
本
等

　
　
　
　
　
　
　
戊
　
国
会
図
書
館
上
野
分
館
蔵
五
巻
本
等

（
４
）
今
井
源
衛
「
王
朝
物
語
の
終
焉
」（『
国
語
と
国
文
学
』
四
一
巻
一
〇
号
、
一
九
五
四
年
一
〇
月
）

（
５
）
豊
島
秀
範
「
苔
の
衣
物
語
」（『
体
系
物
語
文
学
史
　
第
四
巻
』（
有
精
堂
出
版
、
一
九
八
九
年
）

（
６
）
市
古
貞
治
・
三
角
洋
一
『
鎌
倉
時
代
物
語
集
成
』（
第
三
巻
、
笠
間
書
院
、
一
九
九
〇
年
）

（
７
）
宮
田
京
子
「
解
題
二
」『
中
世
王
朝
物
語
全
集
七
　
苔
の
衣
』（
笠
間
書
院
、
一
九
九
六
年
）

（
８
）
山
田
利
博
は
「
書
写
年
代
か
ら
す
る
と
後
者
（
稿
者
注
、穂
久
邇
文
庫
本
系
統
）
の
方
が
古
い
よ
う
で
あ
る
が
、本
文
的
に
は
前
者
（
稿

者
注
、前
田
家
庫
本
系
統
）
の
方
が
善
い
と
さ
れ
て
い
る
」『
中
世
王
朝
物
語
・
御
伽
草
子
事
典
』
勉
誠
出
版
、二
〇
〇
二
年
）
と
し
て
い
る
。

（
９
）
麻
原
美
子
「『
苔
の
衣
』
絵
巻
の
研
究
と
本
文
　（
一
）」（「
日
本
女
子
大
学
紀
要
（
文
学
部
）」
第
三
六
号
、
一
九
八
七
年
）

（
₁₀
）
立
命
館
大
学
図
書
館
西
園
寺
文
庫
蔵
本
（
巻
三
・
四
に
相
当
）
は
、
現
時
点
で
は
穂
久
邇
文
庫
本
系
統
と
も
前
田
家
本
系
統
と
も
判

別
し
難
い
の
で
今
は
措
く
。

（
₁₁
）『
中
世
王
朝
物
語
全
集
七
　
苔
の
衣
』
の
解
題
に
よ
れ
ば
、
完
本
は
穂
久
邇
文
庫
本
・
盛
岡
公
民
館
本
の
み
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
誤
り

で
あ
る
。

（
₁₂
）
注
（
一
〇
）
の
麻
原
解
題
に
拠
る
。

（
₁₃
）『
苔
の
衣
』
諸
本
に
お
い
て
、
し
ば
し
ば
巻
一
を
春
巻
、
巻
四
を
冬
巻
と
す
る
こ
と
に
基
づ
く
。

（
₁₄
）
こ
の
「
中
納
言
」
を
苔
衣
大
将
と
捉
え
て
し
ま
う
と
、
苔
衣
大
将
は
人
妻
で
あ
る
帥
宮
上
を
盗
み
出
し
て
心
労
を
与
え
、
結
果
的
に
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そ
の
死
を
早
め
た
と
い
う
、
お
よ
そ
物
語
の
主
人
公
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
人
物
と
な
る
。

（
₁₅
）
注
（
三
）
の
久
曾
神
解
題
に
拠
る
。

（
₁₆
）『
鎌
倉
時
代
物
語
集
成
二
』
一
四
八
頁
三
行
目
、冬
巻
「
う
れ
し
き
物
か
ら
又
一
か
た
に
し
も
思
ひ
と
ら
れ
給
は
ず
」
ま
で
に
相
当
す
る
。

（
₁₇
）
脱
落
の
例
は
、
他
に
は
春
三
三
オ
と
冬
六
六
オ
に
見
ら
れ
る
。
春
三
三
オ
の
例
を
示
す
。

　
　
　
榊
　
り
ぬ
女
は
う
の
さ
う
そ
く
な
と
ま
て
心
こ
と
に
し
」

　
　
　
榊
　
給
ふ
大
か
た
の
　
あ
り
さ
ま
春
宮
の
女
御
の
御
は
か
ま
」

　
　
　
神
　
給
ふ
大
か
た
の
　
あ
り
さ
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
青
　
給
ふ
大
か
た
の
　
あ
り
さ
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
榊
　
き
の
あ
り
さ
ま
と
覚
　
し
た
り
そ
の
日
に
な
り
」

　
　
　
神
　
　
　
　
　
　
　
と
覚
　
し
た
り
そ
の
日
に
な
り

　
　
　
青
　
　
　
　
　
　
　
と
お
ほ
し
た
り
そ
の
日
に
成

　
　
　
榊
　
ぬ
人
〳
〵
の
御
と
ふ
ら
ひ
な
と
と
り
〳
〵
に
み
ゆ
御
」

（
₁₈
）
た
と
え
ば
、
他
の
諸
本
が
「
お
も
ひ
す
て
ら
れ
給
は
す
宮
も
ゆ
く
へ
し
ら
ま
ほ
し
け
に
」（
冬
三
四
オ
）
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
、
神

宮
文
庫
本
・
青
山
本
は
「
お
も
ひ
す
て
ら
れ
す
給
は
す
も
ゆ
く
へ
し
ら
ま
ほ
し
け
に
」
と
あ
る
。
こ
こ
は
、
姫
君
が
住
吉
へ
の
下
向
を

ひ
た
す
ら
思
い
捨
て
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
兵
部
卿
宮
も
素
性
を
知
り
た
そ
う
に
す
る
が
姫
君
は
身
の
上
を
語
る
こ
と
に
気
が
進
ま

な
い
と
い
う
場
面
で
あ
る
。
神
宮
文
庫
本
・
青
山
本
の
本
文
で
は
「
ひ
と
か
た
し
に
も
思
ひ
す
て
ら
れ
」
な
い
の
は
兵
部
卿
宮
と
な
っ

て
し
ま
う
の
で
、
本
文
と
し
て
は
そ
の
他
の
諸
本
に
劣
る
と
言
え
る
。

（
₁₉
）「
く
」
か
「
ら
」
か
、
非
常
に
判
別
が
難
し
い
。

（
₂₀
）
青
山
本
の
み
の
一
〇
字
以
上
の
脱
落
が
春
五
八
オ
、
冬
七
二
ウ
、
冬
九
二
オ
の
三
箇
所
見
ら
れ
る
。

（
₂₁
）
榊
原
本
冬
四
一
オ
。
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（
₂₂
）
神
宮
文
庫
本
に
は
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
に
村
井
古
巌
が
林
崎
文
庫
に
奉
納
し
た
と
い
う
識
語
が
あ
る
。

（
₂₃
）
内
閣
文
庫
本
の
一
丁
表
は
、
榊
原
本
と
ほ
ぼ
改
行
位
置
も
一
致
す
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
両
者
の
改
行
位
置
が
一
致
す
る
こ
と
は
ま
ま

あ
る
。

（
₂₄
）
榊
原
本
・
内
閣
文
庫
本
の
異
同
を
比
較
し
て
内
閣
文
庫
本
の
本
文
が
よ
り
優
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
る
の
は
、
例
四
以
外
に
は
、
い

ず
れ
も
一
～
三
字
以
内
の
も
の
が
春
巻
五
箇
所
、
冬
巻
九
箇
所
の
み
で
あ
る
。

（
₂₅
）
い
く
つ
か
異
同
を
示
す
。（
春
三
〇
ウ
）
穂
「
さ
い
将
」
―
島
「
さ
い
将
」
―
榊
「
さ
少
将
」、（
冬
五
オ
）
穂
「
つ
ゆ
」
―
島
「
つ
ゆ
」

―
榊
「
い
つ
」、（
冬
三
〇
ウ
）
穂
「
ゆ
め
の
内
」
―
島
「
ゆ
め
の
う
ち
」
―
榊
「
ゆ
め
の
や
う
」、（
冬
六
六
オ
）
穂
「
打
」
―
島
「
打
」
―
榊
「
お

り
」
な
ど
は
、
榊
原
本
か
ら
で
は
島
原
松
平
文
庫
本
の
本
文
を
導
き
出
す
の
が
困
難
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

（
₂₆
）
左
大
将
は
以
降
「
お
と
ゝ
」
と
呼
称
さ
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
「
内
大
臣
か
け
」
た
と
の
記
述
は
必
要
で
あ
る
。
同
様
に
、「
権
大
納
言
」

は
以
降
「
右
大
将
」
と
呼
称
さ
れ
、
こ
こ
で
内
大
臣
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
判
明
す
る
。
あ
く
ま
で
意
味
内
容
か
ら
判
断
す

る
と
穂
久
邇
文
庫
本
及
び
春
冬
本
の
本
文
は
誤
り
と
判
断
さ
れ
る
。

（
₂₇
）
注
（
一
三
）
に
同
じ
。

（
₂₈
）
榊
原
本
に
は
寛
文
五
年
に
没
し
た
榊
原
忠
次
の
蔵
書
印
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
ま
で
に
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

（
₂₉
）「
給
ふ
」
を
「
玉
ふ
」
と
表
記
す
る
の
は
絵
巻
の
み
の
特
徴
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
表
記
違
い
は
独
自
異
文
に
数
え
な
い
。
自
立
語

付
属
語
の
別
な
く
、
一
字
以
上
異
な
る
も
の
を
数
え
る
。

（
₃₀
）
た
と
え
ば
、
他
本
が
「
春
宮
お
さ
な
き
御
心
に
め
つ
ら
し
く
ゆ
か
し
く
お
ほ
さ
る
春
宮
は
此
御
有
様
の
め
つ
ら
し
く
う
つ
く
し
き
を

い
と
ら
う
た
く
お
ほ
し
た
り
」
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
絵
巻
の
み
「
春
宮
お
さ
な
き
御
こ
ゝ
ろ
に
め
つ
ら
し
く
ゆ
か
し
く
お
ほ
さ
れ
此

御
有
様
の
う
つ
く
し
き
を
い
と
ら
う
た
く
お
ほ
し
た
り
」
と
あ
る
。

（
₃₁
）
弘
文
院
と
は
、
寛
文
三
年
十
二
月
に
春
斎
が
幕
府
か
ら
院
号
「
弘
文
院
学
士
」
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
林
家
の
忍
岡
の

別
荘
に
許
さ
れ
た
名
称
で
あ
る
。
高
橋
章
則
「
弘
文
院
学
士
号
の
成
立
と
林
春
斎
」（『
東
北
大
学
文
学
部
日
本
語
学
科
論
集
』
一
号
、

一
九
九
一
年
）
参
照
。

（
₃₂
）
藤
實
久
美
子
「
榊
原
忠
次
に
よ
る
「
御
当
家
紀
年
録
」
の
編
纂
と
そ
の
秘
匿
」（『
近
世
書
籍
文
化
論
―
史
料
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
』、
吉

川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
年
）
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（
₃₃
）『
日
録
』
寛
文
八
年
七
月
朔
日
条
に
は
「
点
検
館
中
之
本
、
而
私
本
則
押
印
、
但
　
官
本
則
不
及
押
印
」
と
あ
り
、「
私
本
」
に
は
蔵
書

印
を
押
し
て
い
る
。

（
₃₄
）
忠
次
の
臨
終
の
際
、「
既
而
拾
遺
招
忠
房
及
余
于
枕
頭
、
暫
談
而
出
」（『
日
録
』
寛
文
五
年
三
月
二
一
日
条
）
と
、
三
人
で
話
し
て
い

る
こ
と
か
ら
も
親
し
さ
が
窺
え
る
。

（
₃₅
）
漢
文
編
年
体
の
通
史
。
神
代
か
ら
慶
長
十
六
年
ま
で
。
全
三
一
〇
巻
。

（
₃₆
）
竹
下
喜
久
男
「
好
文
大
名
榊
原
忠
次
の
交
友
」（『
鷹
陵
史
学
』
一
七
号
、
一
九
九
一
年
三
月
）

（
₃₇
）
廣
木
一
人
「
榊
原
忠
次
・
政
房
の
池
之
端
屋
敷
―
林
家
・
脇
坂
安
元
・
松
平
忠
房
な
ど
と
の
文
学
交
流
の
場
―
」（『
和
歌
文
学
研
究
』

一
一
四
号
、
二
〇
一
七
年
六
月
）

（
₃₈
）
注
（
三
三
）
参
照
。

（
₃₉
）
歳
旦
「
寛
永
庚
辰
　
旦
源
四
品
忠
次
君
有
試
毫
倭
歌
二
篇
」。

（
₄₀
）
高
橋
周
「
大
名
榊
原
家
文
庫
本
『
出
雲
国
風
土
記
』
と
榊
原
忠
次
」（『
大
倉
山
論
集
』
六
二
号
、
二
〇
一
六
年
三
月
）
は
、『
出
雲
国

風
土
記
』
榊
原
家
本
は
、
林
羅
山
所
持
の
写
本
に
基
づ
く
と
推
定
し
、
そ
の
年
代
は
「
一
六
四
〇
年
代
後
半
～
五
〇
年
代
初
め
」
と
推

定
す
る
。
羅
山
の
代
か
ら
書
の
貸
借
は
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

（
₄₁
）
上
越
市
立
高
田
図
書
館
蔵
本
。

（
₄₂
）
注
（
三
七
）
に
同
じ
。『
日
録
』
寛
文
四
年
条
に
拠
る
。

（
₄₃
）
寛
文
七
年
四
月
の
段
階
で
、
朝
廷
か
ら
提
出
さ
れ
た
書
物
は
倭
書
三
箱
で
あ
っ
た
。

（
₄₄
）
田
中
尚
子
「
林
鵞
峰
の
書
籍
収
集
と
学
問
―
『
国
史
館
日
録
』
再
考
―
」（『
国
語
国
文
』
八
二
巻
三
号
、
二
〇
一
三
年
三
月
）

（
₄₅
）
注
（
四
五
）
に
同
じ
。

（
₄₆
）
注
（
三
三
）
に
同
じ
。

（
₄₇
）
注
（
三
八
）
に
同
じ
。

（
₄₈
）『
日
録
』
寛
文
七
年
二
月
十
日
条
「
凡
自
去
冬
十
一
月
至
此
、
所
聴
所
見
之
倭
書
二
百
二
十
冊
余
也
」。

（
₄₉
）『
日
録
』
寛
文
四
年
十
一
月
十
七
日
条
「
凡
大
鏡
・
栄
花
物
語
・
続
世
継
・
増
鏡
等
、
雖
為
倭
語
、
記
帝
王
摂
関
之
事
、
可
採
用
者
多
」。

（
₅₀
）『
日
録
』
に
は
題
の
記
さ
れ
な
い
和
書
も
多
数
登
場
す
る
。
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（
₅₁
）『
日
録
』寛
文
五
年
九
月
五
日
条
。
寛
文
二
年（
一
六
六
二
）に
忠
房
が『
増
補
信
長
記
』を
著
し
た
時
に
は
、鵞
峰
が
序
文
を
寄
せ
て
い
る
。

（
₅₂
）
そ
の
他
、『
日
録
』
寛
文
五
年
三
月
二
十
三
日
条
「
今
日
松
忠
房
寄
文
徳
実
録
・
三
代
実
録
、
為
家
本
一
校
借
之
、
返
日
並
記
于
官

庫
」、
同
七
年
月
二
十
五
日
条
に
は
「
余
直
訪
松
平
主
殿
頭
、
対
談
稍
久
、
示
倭
書
二
十
余
部
、
新
板
本
相
交
、
既
而
羞
饂
飩
」
等
と
あ
り
、

和
書
の
貸
借
関
係
の
実
際
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
₅₃
）
竹
鼻
績
「『
榊
原
本
私
家
集
』
解
説
」（
日
本
古
典
文
学
影
印
叢
刊
九
～
一
一
、一
九
七
八
・
七
九
年
）

（
₅₄
）
忠
次
の
曽
孫
に
あ
た
る
政
邦
の
代
に
作
成
さ
れ
た
、
忠
次
以
来
蒐
書
し
た
一
七
八
三
部
六
七
七
九
冊
の
榊
原
家
の
蔵
書
目
録
（
注

（
四
三
）
に
同
じ
）。『
高
田
藩
榊
原
家
書
目
史
料
集
成
』
第
一
巻
（
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
一
一
年
）
に
収
録
さ
れ
た
。

（
₅₅
）
詳
細
は
注
（
四
三
）
に
同
じ
。

（
₅₆
）
藤
岡
忠
美
「
幻
の
榊
原
本
『
和
泉
式
部
集
』」（「
日
本
古
典
文
学
影
印
叢
刊
月
報
」
四
号
、
一
九
七
八
年
一
〇
月
）

（
₅₇
）
両
者
の
知
己
か
つ
蔵
書
家
と
い
え
ば
、
た
と
え
ば
廣
木
（
注
三
八
）
が
「
不
忍
池
文
芸
圏
」
と
呼
ぶ
中
に
含
ま
れ
る
、
脇
坂
安
元
等

の
名
が
挙
げ
ら
れ
る
。『
一
掬
集
』
に
よ
れ
ば
、
忠
次
は
安
元
か
ら
『
古
今
六
帖
』、『
廿
一
代
集
作
者
部
類
』・『
雪
玉
集
』
を
そ
れ
ぞ
れ
正

保
二
年
（
一
六
四
五
）、
同
三
年
に
借
り
て
写
さ
せ
て
い
る
。

（
₅₈
）『
御
書
物
虫
曝
帳
』
に
は
『
宇
治
物
語
』
の
名
が
見
え
る
。

（
₅₉
）
な
お
鵞
峰
が
『
宇
治
物
語
』
を
見
た
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
。『
本
朝
通
鑑
』
の
編
纂
の
た
め
に
読
ん
だ
の
で
あ
れ
ば
、
た
と
え
読
ん

で
い
た
と
し
て
も
、『
秋
夜
長
物
語
』
の
ご
と
き
評
価
を
下
し
た
か
と
思
わ
れ
る
。

（
₆₀
）
三
者
の
蔵
書
目
録
等
で
共
通
し
て
見
え
る
和
書
に
は
、『
袋
草
子
』『
菟
玖
波
集
』『
新
撰
菟
玖
波
集
』『
弁
内
侍
寛
元
記
』『
今
物
語
』『
栄
花

物
語
系
図
』『
伊
勢
物
語
惟
清
抄
』
な
ど
が
あ
る
。
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